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　南魚沼市の魅力にひかれて、実際に移り住まれた人の声を紹介します。

シリーズ「南魚沼への移住と定住」

南魚沼市に暮らす しあわせ
7

移住・定住促進に関する情報や、実際の移住者の声をお届けします
� 【問合せ】　地方創生推進室　☎773－6659　

　今回お話を伺ったのは、東京都から塩沢地域に移住した、スノーボードが大好きで得意な天野さん
です。天野さんは、市外から移住された人を中心に組織された「南魚沼市移住推進協議会※」の一員
としても活動しています。
Ｑ 移住してきたのはいつですか？ 
A 平成25年の2月です。来年で丸4年になります。
Ｑ 移住したきっかけはなんですか？
A 小学校3・4年のころから、毎年冬になるとスノーボードをし

に遊びに来ていて、よく知っているまちでした。その後、空き時
間に大好きなスノーボードができるということから、高校3年生
の冬に六日町自動車学校へ合宿免許に来た時に、今の仲間と出会
い仲よくなりました。すでに移住している人もいたので、「こういう人もいるのだな」と思い、そ
のころから徐々にここに住みたいという気持ちが強まりました。
Ｑ 東京での仕事を辞めて移住するには、相当の覚悟や決断があったのでは？
A いろいろと決断をしなければならないことがあったのですが、「このまま30歳になったら移住も

転職も難しくなる。行くなら今。行って後悔するより、行かないで後悔する方が嫌だ」と思い、移
住を決断しました。住む場所も働く場所も決めないでこちらに来たので、今考えると勇気のある決
断だったと思います。
Ｑ 実際に南魚沼市で暮らし始めて感じたことは？
A 都会だと、休日や仕事がない日は何かしなければという気持ちになります。出かけなければとか、

そわそわ感ではないですけど、焦る気持ちがすごくありました。ここに住んでからは、やることが
ないなら何もしないで、のんびりすればいいかなと思うようになりました。よく「休みの日に何も
しないで終わった」とか聞きますが、うまく表現できませんがそれで気が休まる感覚です。
Ｑ これから南魚沼市で暮らそうと考えている人に、アドバイスをください。
A 移住しても、やはり仕事が生活の中心になると思います。自分の中で、仕事との葛藤が一番大き

くなると思います。こちらではスローな生活ができるようなイメージで移住しても、そんなイメー
ジばかりでいると仕事に対して熱が入らなくなり、仕事の力量が伸びなくなる。逆に仕事ばかりに
根を詰めていると、移住した意味がなくなってしまう。そのバランスというか、たぶん移住してく
る人たちにとっては、そこが一番の課題になると思っています。理想と現実の差があることは考え
ておく必要があると思います。
Ｑ 天野さんにとって大切なものはなんですか？

A 間違いなく、この地で世話になっている仲間たちです。その人
たちがいなかったら、自分はこの地で生活できていません。自分
には仲間がいたからこそ、移住することができました。
Ｑ 最後に何かあればお願いします。
A 移住した人も、地元の人が必要とした時には集まってくれると

思います。ここに住んでからずっと気になっていたのが、地元の
人は移住者や観光者のことを、実際にどこまで必要にしているの
かなということを聞いてみたいです。

  移住したみなさんの声（第6回） 　 天
あま

野
の

裕
ゆう

平
へい

さん〔三分区（塩沢）〕

　南魚沼市にUIJターンで移住してきた人を中心に、11人で構成された
組織です。研修会や交流会を通じ、移住しやすい環境整備や移住者からの相
談、世話などをすることを目的に活動しています。

※南魚沼市
　移住推進協議会
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国際大学留学生 お国自慢コーナー ~ boast of my country ~
シリーズ

第44回
スロバキア共和国 　ジャボルカ ドミニクさん

私の国はこんなところ
　スロバキアは「聖エリザベス大聖堂」が有
名です。スロバキアで2番目に大きな都市
コシツェにあり、絵のように美しい市内中心
部の象徴的な建物です。ヨーロッパで最も東
にあるゴシック様式のこの大聖堂は、国内最
大規模で、5,000人を収容できます。過去
と現在が美しい調和を織りなすコシツェの
街並みは、2013年の欧州文化首都に選ば
れ、一年を通じてさまざまな文化や芸術イベ
ントが開催されました。

　スロバキアの代表的な郷土料理は、ブリンゾベー ･ハルシュキです。すり
おろしたジャガイモと小麦粉を混ぜて茹でたものに、溶かした羊乳のチーズ
をからめ、カリカリに焼いたベーコンと玉ねぎを混ぜた料理です。

南魚沼市に住んで感じたこと
　南魚沼市は、私の故郷によく似ています。新鮮な空気と山々が、すぐ近く
にあることがとても気に入っています。冬にはスキー場でスノーボードを楽
しみました。海鮮丼が好きでよく食べに行きます。おいしいコシヒカリのご
飯の上に、何種類もの新鮮な刺身がのっていてとても贅沢な逸品です。

［公用語］スロバキア語 
［首　都］ブラチスラヴァ 
［面　積］49,036㎢（126位）
［人　口］�5,445,000人（106位）
［GDP（PPP）］‌�1,192億ドル（58位） 
［通　貨］ユーロ（€）（EUR）
※�GDPは国内総生産のことで、購買力平

価説（PPP）により算出した数値です

スロバキア共和国

　
　市

長
の
退
任
あ
い
さ
つ

　
「
市
民
の
み
な
さ
ま
、
１２
年
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

　

私
は
す
で
に
一
市
民
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
気
持
ち
を
生
涯
抱
き
続
け
、
み
な
さ

ま
の
幸
せ
を
ご
祈
念
し
つ
つ
、
南
魚
沼
市

の
限
り
な
き
発
展
の
た
め
に
精
一
杯
の
ご

協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　

市
歌
に
も
あ
る
「
ふ
る
さ
と
の
南
魚
沼

は
時
代
新
た
に
拓
く
ま
ち
」、
こ
の
具
現

化
を
ご
祈
念
し
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

「
時
代
新
た
に
拓
く
ま
ち
」
へ
の

願
い
を
込
め
て

　

高
い
山
々
の
頂
き
は
白
き
雪
を
ま
と
い
、

い
よ
い
よ
今
年
も
冬
将
軍
到
来
の
季
節
を

迎
え
ま
し
た
。

　

さ
て
そ
ん
な
中
、
私
は
３
期
１２
年
間
務

め
た
市
長
職
を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

１２
年
間
と
い
え
ば
長
い
よ
う
で
あ
り
ま

す
が
、
過
ぎ
て
し
ま
え
ば
あ
っ
と
い
う
間

で
、
正
に
「
光
陰
矢
の
如
し
」
の
感
で
あ

り
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
は
、
常
に
寛
容

な
心
で
支
え
て
い
た
だ
き
、
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
。
本
当
に
幸

せ
で
充
実
し
た
期
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
、
み
な
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

退
任
に
あ
た
り
、
私
の
心
中
す
べ
て
を

お
話
し
し
た
い
気
持
ち
は
や
ま
や
ま
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
思
い
は
筆
舌
に
尽
く
し

難
く
、
大
変
に
失
礼
な
こ
と
と
存
じ
ま
す

が
、
万
感
の
思
い
を
込
め
て
一
言
で
表
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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作業時間 朝は7時30分、夕方は5時30分まで
　冬季の生活を確保する上で、道路除雪作業は必要不可欠です。原則として10㎝（歩道は15㎝）以上の
積雪があり、その後も降雪が続くと予想される場合に除雪車が出動します。朝は7時30分、夕方は5時30
分までに終了するように努め、通勤・通学などに支障がないように実施します。夜間は、異常降雪時のみ
行います。ご理解とご協力をお願いします。
注意点とお願い
・除雪作業中は、除雪車に近寄らないでください。子どもにも指導をお願いします。
・除雪路線に、自動車・バイクなどを駐車しないでください。全路線駐車禁止です。
・除雪作業の支障とならないよう、道路上に張り出ている枝は、枝おろしをしてください。
・道路沿線の田・空き地などは、雪押し場や投雪場として今年度も引き続きご協力ください。
・除雪作業による乗入れ口などの残雪処理は、個人で処理してください。
・除雪路線、消雪パイプ路線の雪

せ っ ぴ

庇落とし作業にご協力ください。
　危険か所は、建設課にご連絡ください。
・�押雪や投雪で支障のある場所は、竹の棒に赤い布を結ぶなど、目印を付けてください。
　（高さが4ｍ程度あると、作業員が見つけやすくなります）
・屋根雪や宅地内などの雪は、道路に出さないでください。スリップ事故などの原因となります。
・�歩道にビニールホースなどを敷設しないでください。歩道除雪の妨げとなり、子どもたちの通学などに

影響します。
・�流雪溝や道路用側溝の蓋を、開けたまま放置しないでください。転落や破損など、事故の原因となりま

す。蓋をしっかり閉めてください。
消雪パイプの注意点
・�ノズル散水量の調整（散水距離

20㎝程度）を行ってください。
・�定期的にパイプ末端のドレーン
（泥はき口）を開け、管内のつま
りを解消してください。
・�市道・県道・国道の消雪パイプは、

第2融雪制度により午後2時～ 3
時と午後4時～ 5時の各1時間（若
干の誤差あり）は送電が停止され、
散水が停止します。

問合せ
■市道　　市役所 建設課 維持管理班
　　　　　☎773－6674　休日・夜間☎773－6660
■県道と国道291号・253号・353号
　　　　　南魚沼地域振興局 維持管理課
　　　　　☎772－2249　休日・夜間☎772－2600
■国道17号（美佐島交差点が管理境界）
　小出側 　長岡国道事務所 小出維持出張所　☎025－792－0839
　湯沢側 　長岡国道事務所 湯沢維持出張所　☎784－1177

道路の除雪作業にご協力ください
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【
問
合
せ
】
税
務
課 

市
民
税
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
８

確
定
申
告
書
の
作
成
・
受
付
、

市
で
相
談
に
応
じ
ら
れ
な
い

申
告

確
定
申
告
書
を
自
宅
で
作
成
で

き
ま
す

　

確
定
申
告
書
は
、
自
分
で
作
成

す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
市
役
所

に
手
書
き
用
の
申
告
書
を
用
意
し

ま
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
す
る

人
に
は
、
国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

平
成
２８
年
分
は
、
１
月
上
旬
か

ら
作
成
で
き
ま
す
。（「
国
税
庁
」

で
検
索
し
、
確
定
申
告
書
作
成

コ
ー
ナ
ー
で
作
成
し
て
く
だ
さ
い
）

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
作
成
利
点

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
可
能

な
パ
ソ
コ
ン
と
、
プ
リ
ン
タ
ー

が
あ
れ
ば
作
成
可
能

・�

ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

－

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
）

と
違
い
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ラ
イ
タ
や
公
的
個
人
認
証
付
き

の
住
基
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
不
要

・�

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
手
順
に
従
い

入
力
す
る
と
、
所
得
や
税
額
が

自
動
計
算

・�

入
力
か
所
や
手
順
が
明
確
で
、

入
力
漏
れ
・
ミ
ス
を
防
げ
る

・�

収
支
内
訳
書
や
決
算
書
の
作
成

も
可
能

・�

申
告
相
談
会
場
に
行
く
必
要
が

な
い

提
出
方
法　

　

印
刷
し
た
確
定
申
告
書
と
源
泉

徴
収
票
、
各
種
控
除
資
料
、
収
支

内
訳
書
な
ど
の
添
付
書
類
を
封
筒

に
入
れ
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
２８
年
分
の
申
告
か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
資
料

と
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

な
ど
）
の
写
し
も
必
要
で
す
。

提�

出
場
所
（
郵
送
可
）

　

小
千
谷
税
務
署
、
税
務
課
、
大

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民

会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル
（
市
の
申

告
相
談
会
場
）

受�

付
期
間

　

平
成
２９
年
２
月
１６
日
㈭
～
３
月

１５
日
㈬
（
還
付
申
告
は
、
１
月
か

ら
小
千
谷
税
務
署
で
受
け
付
け
ま

す
）

市
で
相
談
に
応
じ
ら
れ
な
い

申
告

・�

株
式
の
譲
渡
所
得
、
過
去
の
譲

渡
損
失
を
繰
越
す
申
告

・
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得

・�

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
）
の
１
年
目
の

申
告

　

株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
は
、
分

離
課
税
の
所
得
と
な
り
、
事
業
・

給
与
・
年
金
な
ど
の
一
般
的
な
所

得
と
区
別
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
株

式
の
申
告
は
上
場
・
非
上
場
、
特

定
口
座
の
有
無
な
ど
で
複
雑
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は
、

直
接
税
額
を
控
除
す
る
も
の
で
税

額
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
１
年

目
の
申
告
は
必
要
書
類
が
多
く
、

複
雑
な
計
算
が
必
要
な
た
め
、
税

務
署
な
ど
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
申
告
は
、
税
務
署
の

申
告
相
談
会
場
か
、
税
理
士
（
有

料
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
記

載
済
み
確
定
申
告
書
の
提
出
は

可
）

【
問
合
せ
】
税
務
課 

市
民
税
係

�
☎
７
７
３

－

６
６
６
８

地
方
税
は
ｅエ

ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で

申
告
・
届
出
が
で
き
ま
す

　

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
地
方
税
の
手

続
き
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

利
用
の
利
点

・�

自
宅
や
事
務
所
で
手
続
き
が
可

能
・�

給
与
支
払
報
告
書
を
、
複
数
の

地
方
公
共
団
体
へ
１
回
で
送
信

可
能

・
利
用
費
は
無
料

利
用
で
き
る
申
告
・
届
出

申�

告　
法
人
市
民
税
（
中
間
・
確

定
・
修
正
申
告
な
ど
）、
固
定

資
産
税
（
全
資
産
・
増
加
資

産
・
減
少
資
産
・
修
正
申
告
な

ど
）、
個
人
住
民
税
（
給
与
支

払
報
告
書
な
ど
）

届�

出　
法
人
の
設
立
・
設
置
・
異

動
届

利
用
に
必
要
な
環
境
な
ど

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
可
能

な
パ
ソ
コ
ン

・�

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

・�

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
電
子
証
明
書
（
税
理
士
に
依

頼
す
る
場
合
は
不
要
）

【
問
合
せ
】
小
千
谷
税
務
署　

�

☎
０
２
５
８

－

８
３

－

２
０
９
０

青
色
・
白
色
決
算
説
明
会
を

開
催
、
国
税
に
関
す
る
電
話

お
問
合
せ

青
色
決
算
説
明
会

農
業
所
得

日
時　
１２
月
１２
日
㈪

　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

会�

場　

小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

〔
魚
沼
市
井
口
新
田
〕

　

２
階 

第
１
研
修
室

営
業
・
不
動
産

日
時　
１２
月
１４
日
㈬

　

午
前
１０
時
３０
分
～
正
午

会�

場　
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階

講
堂

白
色
決
算
説
明
会

営
業
・
不
動
産

日
時　
１２
月
１４
日
㈬

　

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

会�

場　
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階

講
堂

農
業
所
得

日
時　
１２
月
１５
日
㈭

　

午
前
１０
時
３０
分
～
正
午

会�

場　
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階

講
堂

よ
く
あ
る
国
税
の
質
問
は
、

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

☎
０
２
５
８

－

８
３

－

２
０
９
０

　

税
務
署
へ
の
お
問
合
せ
電
話
は
、

自
動
音
声
で
案
内
し
ま
す
。
よ
く

あ
る
国
税
へ
の
質
問
は
、
1
を
選

択
し
て
、
そ
の
後
音
声
案
内
に
従

い
税
目
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。（
よ
く
あ
る
国
税
の
質
問
は
、

国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
タ
ッ
ク

ス
ア
ン
サ
ー
」
に
も
掲
載
）

　

予
約
制
と
な
っ
て
い
る
面
接
相

談
は
、
2
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

確
定
申
告
期
間
の
申
告
会
場
で

の
相
談
は
、
予
約
不
要
で
す
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南
魚
沼
市
出
身
で
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
活
動
す
る

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
さ
ん
。
彼
女
の
歌

に
か
け
る
情
熱
や
、
ふ
る
さ
と
南

魚
沼
に
対
す
る
思
い
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

 

明
る
く
元
気
が
あ
ふ
れ
、
と
て

も
気
さ
く
な
彼
女
の
魅
力
を
紹
介

し
ま
す
。

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
と
い
う
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
名
の
由
来
は
何
で
す

か
？

　

歌
を
好
き
に
な
る
き
っ
か
け
を

く
れ
た
、
今
は
亡
き
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
名
前
が
由
来
で
す
。
昔
の
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
を
見
る
と
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
私
に
歌
を
リ
ク
エ
ス
ト

し
て
、
歌
っ
て
い
る
映
像
が
た
く

さ
ん
残
っ
て
い
ま
し
た
。
歌
っ
て

い
る
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
と
て

も
喜
ん
で
く
れ
て
、
そ
れ
が
う
れ

し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
み
ん
な
か
ら
慕
わ
れ
、

私
も
大
好
き
だ
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
名
前
を
借
り
る
こ
と
で
、
い

つ
も
力
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
な

気
が
し
て
、
心
強
く
歌
え
て
い
ま

す
。

音
楽
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
歌
手
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
は
、
歌
手
に
な
る

こ
と
は
諦
め
て
上
京
し
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
学
校

に
進
学
し
ま
し
た
。
何
か
を
創
造

し
た
い
と
思
う
こ
と
で
、
歌
手
に

な
り
た
い
気
持
ち
を
ご
ま
か
し
て

い
た
部
分
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

専
門
学
校
卒
業
後
、
東
京
で
就

職
し
、
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
、

小
学
校
６
年
生
の
授
業
で
書
い
た

二
十
歳
に
な
っ
た
自
分
へ
の
手
紙

が
届
き
ま
し
た
。

　

手
紙
に
は
「
歌
手
に
な
っ
て
い

ま
す
か
？
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
周
り
の
人
に
歌
手
に

な
り
た
い
と
言
え
ず
、
秘
め
た
思

い
を
二
十
歳
の
自
分
に
だ
け
問
い

か
け
て
み
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
悩
み
ぬ
い
た
末
に
思

い
切
っ
て
仕
事
を
辞
め
ま
し
た
。

社
会
的
な
肩
書
き
が
何
も
な
く

な
っ
て�「
も
う
何
で
も
で
き
る
！
」

と
思
っ
た
こ
と
と
、
手
紙
に
背
中

を
押
さ
れ
た
こ
と
が
音
楽
活
動
を

始
め
た
き
っ
か
け
で
す
。
諦
め
て

い
た
歌
手
と
い
う
夢
を
、
も
う
一

度
追
い
か
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
音
楽
活

動
を
し
て
き
ま
し
た
か
？

　

音
楽
を
や
り
た
い
と
、
周
り
に

公
言
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。 　

す
る
と
、
友
人
の
紹
介
で
知
り

合
っ
た
ラ
ッ
プ
を
や
っ
て
い
る
先

輩
た
ち
が
「
一
緒
に
や
っ
て
み
な

い
か
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
て
、

急
き
ょ
自
作
し
た
曲
で
一
緒
に
ラ

イ
ブ
に
出
演
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
時
、
初
め
て
ち
ゃ
ん
と
し

た
楽
曲
を
制
作
し
た
の
で
す
が
、

実
は
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
歌
詞
や
、

メ
ロ
デ
ィ
ー
な
ど
を
書
き
た
め
て

保
管
し
て
い
た
の
で
す
。
今
思
え

ば
、
こ
の
経
験
が
作
曲
に
役
立
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
書
き
た

め
て
い
た
も
の
が
た
ま
に
押
入
れ

か
ら
出
て
き
て
、
恥
ず
か
し
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
…
。

　

出
演
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
評
価
し

て
も
ら
っ
て
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
誘
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
を

繰
り
返
し
て
、
出
演
で
き
る
ス

テ
ー
ジ
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
人
が
一
緒
に
や
ろ
う
と

誘
っ
て
く
れ
て
、
周
り
の
人
に
恵

ま
れ
た
こ
と
が
今
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

人
を
引
き
つ
け
る
何
か
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
た
く
さ
ん
の
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
て
き
た
ん
で

す
ね
。

　

と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。

 南魚沼市出身の歌手

T
ツ ネ イ

SUNEIさん

特集

～ふるさと愛にあふれる
� 彼女の魅力を紹介します～

TSUNEIさんプロフィール
大和地域 大崎地区出身で20代後半のシンガー
ソングライター
2009年に歌手活動開始。2016年にファース
トアルバムを全国リリース。
※�TSUNEIさんの曲はオフィシャルウェブサ

イト（「TSUNEI」で検索）で視聴できます
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パ
ワ
フ
ル
な
歌
声
の
秘
訣
は
？

　

に
ぎ
や
か
な
家
庭
で
育
っ
た
の

で
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
声
は
大
き

い
方
で
し
た
。
特
に
発
声
練
習
を

し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、

大
き
な
声
で
の
び
の
び
と
遊
べ
る

環
境
が
南
魚
沼
に
は
あ
り
ま
し
た
。

　

南
魚
沼
の
人
は
、
し
っ
か
り
体

に
響
か
せ
た
発
声
を
す
る
人
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
発
声
法
を
学
ん

だ
こ
と
で
、
そ
の
こ
と
が
と
て
も

重
要
な
こ
と
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

私
の
歌
声
は
、
田
ん
ぼ
や
畑
が
広

が
る
南
魚
沼
の
天
然
ス
テ
ー
ジ
が

育
ん
だ
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

地
元
へ
の
思
い
な
ど
を
込
め
た

曲
は
あ
り
ま
す
か
？

　

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

「
お
か
あ
さ
ん
」
と
い
う
曲
の
歌

詞
に
出
て
く
る
改
札
は
、
浦
佐
駅

の
こ
と
を
歌
っ
て
い
ま
す
。「
空

が
か
わ
り
に
」
と
い
う
曲
で
歌
っ

て
い
る
「
空
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

狭
く
見
え
る
東
京
の
空
で
も
ふ
る

さ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
て
、
い
つ

も
見
上
げ
な
が
ら
ふ
る
さ
と
を

思
っ
て
い
る
感
じ
で
す
。
言
葉
に

す
る
と
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
で

す
が
。

新
潟
で
歌
う
機
会
が
増
え
た
と

思
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
気
持
ち

を
込
め
て
歌
っ
て
い
ま
す
か
？

　

新
潟
に
は
、
自
分
の
娘
の
よ
う

に
受
け
入
れ
て
く
れ
る
温
か
さ
が

あ
っ
て
、「
う
れ
し
い
」
の
一
言

で
す
。

　

今
ま
で
は
、
新
潟
で
歌
う
機
会

が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

や
っ
と
み
な
さ
ん
に
届
け
ら
れ
る

ア
ル
バ
ム
が
で
き
て
、
ラ
イ
ブ
を

さ
せ
て
も
ら
え
る
機
会
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
よ
く
こ
こ
ま
で
こ
れ

た
と
思
う
と
同
時
に
、
少
し
だ
け

胸
を
張
っ
て
大
好
き
な
ふ
る
さ
と

に
帰
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。

農
業
は
こ
ち
ら
に
住
ん
で
い
た

こ
ろ
か
ら
手
伝
っ
て
い
た
の
で

す
か
？

　

地
元
に
い
た
こ
ろ
は
、
部
活
な

ど
で
休
み
が
な
く
、
実
家
の
農
業

を
手
伝
お
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

上
京
し
た
こ
と
で
、
南
魚
沼
以

外
の
お
米
を
食
べ
て
、
南
魚
沼
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
お
い
し
さ
と
親
の

あ
り
が
た
み
を
改
め
て
実
感
し
て

手
伝
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自

分
が
手
を
か
け
た
お
米
は
、
す
ご

く
お
い
し
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
か

ら
は
、
農
業
自
体
が
楽
し
み
に
な

り
ま
し
た
。
成
長
過
程
を
見
る
の

も
う
れ
し
く
て
、
そ
の
喜
び
の
た

め
に
、
手
伝
い
た
い
と
思
え
ま
す
。

　

私
は
大
熱
唱
を
し
な
が
ら
、
家

族
と
一
緒
に
楽
し
く
田
植
え
な
ど

を
し
ま
す
。
こ
ん
な
に
楽
し
い
ん

だ
か
ら
、
若
い
人
た
ち
も
も
っ
と

や
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
さ
ん
の
言
葉
で

若
者
が
農
業
や
農
産
物
に
興
味

を
持
っ
て
く
れ
る
と
い
い
で
す

ね
。

　

最
高
級
の
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
す
ば
ら
し
さ
や
、
農
業
っ
て

楽
し
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
み

ん
な
に
伝
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
田
ん
ぼ
の

写
真
を
出
す
と
、
と
て
も
反
響
が

あ
る
ん
で
す
。「
実
家
に
手
伝
い

に
帰
ろ
う
」
と
か
、「
農
業
を
継

ぐ
の
も
悪
く
な
い
な
」
と
実
際
に

言
っ
て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
し
、

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
人
が
増

え
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

南
魚
沼
市
で
こ
れ
か
ら
や
っ
て

み
た
い
こ
と
は
？

　

ま
だ
知
ら
な
い
イ
ベ
ン
ト
が
あ

れ
ば
、
歌
う
歌
わ
な
い
は
関
係
な

く
、
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
農
業
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
も
参
加
し
て
、
い
つ
か
「
Ｔ

Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
米
」
を
出
し
て
み
た

い
で
す
。（
笑
）

　

あ
と
、
南
魚
沼
は
音
楽
の
才
能

を
育
む
の
に
適
し
た
環
境
が
あ
る

と
思
う
の
で
、
も
っ
と
音
楽
が
で

き
る
道
を
拓
き
、
夢
を
抱
く
人
が

「
音
楽
を
や
り
た
い
」
と
言
え
る

地
に
し
た
い
で
す
。

今
後
の
目
標
は
？

　

み
ん
な
が
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
が

来
る
か
ら
行
っ
て
み
よ
う
」
と
集

ま
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
歌
手
に
な

り
た
い
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
知
名
度
を
上

げ
る
こ
と
や
、
新
潟
以
外
で
の
活

動
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
新
潟
の
み
な
さ
ん
が
自

慢
に
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
歌
手

に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
だ
け
で
は
伝
え
き
れ
な
い

た
く
さ
ん
の
魅
力
を
持
っ
た
Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
さ
ん
。

　

み
な
さ
ん
も
応
援
を
お
願
い
し

ま
す
。
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　市の国民健康保険加入者の疾病予防と早期発見・早期治療、健康保持・増進を図るため、下表の検診機
関で人間ドックを受診した場合に、その費用の一部を助成します。

申込期間　12月1日㈭～平成29年1月11日㈬
受付窓口　市民課 国保年金係、大和・塩沢市民センター
実施期間　平成29年4月～平成30年3月
助成額　16,000円（定額）　　
※基本料金に含まれないオプションなどは、すべて自己負担となります

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

金額と定員� （　）内は胃カメラを希望した場合の金額

注意点
・�申請日に国保に加入していても、保険証が変わってからの受診は、助成金の返還が必要です。
・人間ドックの費用助成を受ける場合は、市が行う「住民健診」を受けることができません。

乳がん・子宮がん検診は、人間ドックの基礎項目に入っていません。「住民健診」の乳がん・子宮がん
検診は、検査対象になっている場合には受けることができます。
・�胃カメラの定員を定める湯沢町保健医療センターは、定員に達した時点で受付を終了します。早めにお

申し込みください。
・期限内に申込みがないと助成対象となりません。
・市が委託する上表の検診機関のみが助成対象です。
・日程などは、検診機関と調整後に通知します。申込み状況で、希望月にならない場合があります。

検診機関 ドック費用額 差引個人負担額 定員
（全体）

定員
（胃カメラ）

小出検診センター
☎025－792－3365

38,880円
（バリウムのみ）

22,880円 上限なし

ゆきぐに大和病院（健友館）
☎777－4477

38,800円
（43,800円）

22,800円
（27,800円）

上限なし 上限なし

湯沢町保健医療センター
☎785－5005

34,560円
（37,800円）

18,560円
（21,800円）

上限なし 100人

長岡健康管理センター
☎0258－28－3666

36,720円
（41,040円）

20,720円
（25,040円）

上限なし 上限なし

※ドック費用額は、平成28年度額を参考に掲載。平成29年度のドック費用額は3月末までに決まります。
　基本検査・オプション検査の内容・ドック開始日は、各検診機関に直接お問い合わせください

平成29年度 国保の人間ドック費用助成受付開始
～対象は、市の国民健康保険（国保）の加入者です～

� 【問合せ・申込み】市民課 国保年金係　☎773－6661

助成対象（すべてに該当すること）
・昭和57年4月1日以前に生まれ、申請日から受診日まで国保の加入資格がある。
　（後期高齢者医療制度の加入者は対象外。12ページの補助金制度をご利用ください）
・国民健康保険税の滞納がない。
・検診結果を、市が閲覧・保存することに同意できる。
・検診結果で特定保健指導が必要と判断された場合、その指導を受けることに同意できる。
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南魚沼市 国民健康保険 人間ドック助成申請書
受　付　印

南魚沼市長　あて
　南魚沼市国民健康保険の人間ドック助成を下記のとおり申請します。市の行う保健活動のため、検診
機関が検査結果を市に提供し、必要な場合は特定保健指導を受けることに同意します。
※特定保健指導を拒否すると、人間ドック助成が受けられない場合があります�
� 平成　　　年　　　月　　　日

世帯主
住　所 〒949−� （アパート・マンション名）　　　　　

南魚沼市

氏　名 � ㊞ 電話番号 　　　－　　　　－

① 保険証番号 個人コード 検診希望月

氏
名

生年月日 ※年齢 性別 □　　月（上旬・中旬・下旬）
□特に希望しない昭和�　  年 　  月 　  日 � 歳 男・女

検診希望機関 胃の検査方法 乳がん検診 子宮頸がん検診 送迎
□小出検診センター □なし　□バリウム □あり　□なし □あり　□なし □あり　□なし

□ゆきぐに大和病院
　（健友館）

□なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）　□胃カメラ（口） □あり　□なし □あり　□なし

□湯沢町保健医療センター □なし　□バリウム
□胃カメラ（口）

□あり　□なし
乳腺超音波検査 □あり　□なし

□長岡健康管理センター □なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）　□胃カメラ（口）

□マンモグラフィ
□エコー�□なし □あり　□なし □あり　□なし

送迎乗車場所※ □本庁舎　　□塩沢庁舎　　□大和庁舎　　□大巻開発センター

※�小出検診センターは、大和庁舎への送迎は行いません。長岡健康管理センターは、本庁舎・大和庁舎
のみの送迎となります

注意点
・電話・郵送・ファックスでの受付はできません。
・受付は、先着順です。
・期限内にお申し込みください。
・提出時に受付証をお渡します。

【希望する項目の□にチェック□✓を記入ください】
※年齢は、平成29年4月1日現在でご記入ください。
↓太枠の中を記入してください

申込期限
平成29年�
1月11日㈬

② 保険証番号 個人コード 検診希望月

氏
名

生年月日 ※年齢 性別 □　　月（上旬・中旬・下旬）
□特に希望しない昭和�　  年 　  月 　  日 � 歳 男・女

検診希望機関 胃の検査方法 乳がん検診 子宮頸がん検診 送迎
□小出検診センター □なし　□バリウム □あり　□なし □あり　□なし □あり　□なし

□ゆきぐに大和病院
　（健友館）

□なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）　□胃カメラ（口） □あり　□なし □あり　□なし

□湯沢町保健医療センター □なし　□バリウム
□胃カメラ（口）

□あり　□なし
乳腺超音波検査 □あり　□なし

□長岡健康管理センター □なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）　□胃カメラ（口）

□マンモグラフィ
□エコー�□なし □あり　□なし □あり　□なし

送迎乗車場所※ □本庁舎　　□塩沢庁舎　　□大和庁舎　　□大巻開発センター
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平成28年度 全国学力・学習状況調査の結果（その２）
� 【問合せ】学校教育課　☎773－3118

　市報11月15日号に続き、4月19日㈫に実施された全国学力・学習状況調査の結果をお知らせします。
今回は学習状況などに関する調査の結果です。

1　学校の授業時間以外で、月～金曜日に1日当たりどのくらい勉強しますか（塾や家庭教師を含む）
小学6年生
 

中学3年生

 
　「1時間以上学習した時間」を前年度と比較すると、小学6年生は「71.7％」から「71.9％」に微増し、
県とともに高い数値となっています。中学3年生は「53.8％」から「58.5％」と4.7％増加しました。県の

「62.4％」や全国の「67.9％」には及びませんが、全国との差を「15.3％」から「9.4％」に縮めました。
部活などに忙しい中学生ですが、各校で学習習慣を定着させる取組みにより改善が進んでいます。今後も
学習時間の引き上げが大きな課題です。

2　休みの日（土・日曜日など）に1日当たりどのくらい勉強しますか（塾や家庭教師を含む）
小学6年生

中学3年生

 
　「1時間以上学習した時間」を前年度と比較すると、小学6年生では

「71.4％」から「74.8％」となり、県や全国を上回っています。中学3年
生では「68.6％」から「70.9％」と増加し、ようやく70％を超えました。
課題は、「2時間以上勉強に取り組む」小中学生を増やすことや、「1時
間未満、または全く勉強しない」という小中学生に対する働きかけと支
援を行うことです。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
国
県
市

3時間～ 2～3時間 1～2時間 30分～1時間 30分未満 全くしない

2.8 8.8 60.3 22.7 4.5 0.9
3.3 10.3 57.7 24.6 3.3 0.8

10.8 14.7 37.0 25.4 8.9 3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
国
県
市

3時間～ 2～3時間 1～2時間 30分～1時間 30分未満 全くしない

1.6 11.6 45.3 25.3 11.6 4.6
2.5 15.1 44.8 24.2 9.4 4.0

9.4 24.8 33.7 17.7 8.9 5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
国
県
市

4時間～ 3～4時間 2～3時間 1～2時間 1時間未満 全くしない

1.5 5.2 11.4 56.7 23.4 1.8
2.1 3.7 13.2 49.3 28.8 2.9

6.7 5.0 12.5 32.8 32.8 10.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
国
県
市 1.6 6.3 22.0 41.0 24.1 5.0

3.6 8.7 24.2 36.2 20.8 6.5
5.1 11.5 23.5 27.7 21.0 11.2

4時間～ 3～4時間 2～3時間 1～2時間 1時間未満 全くしない
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3　学校に行くのは楽しいですか
小学6年生	 中学3年生
 

　小学6年生は約9割、中学3年生は約8割が「学校は楽しい」と回答しており、前年度とほぼ同様の結果
です。「学校が楽しい」という子どもをさらに増やすために、「いじめや不登校」の防止に努め、「分かる
授業の推進と、安心で安全な学校づくり」をめざして取り組んでいきます。

4　人の役に立つ人間になりたいですか
小学6年生	 中学3年生
 

　小学6年生、中学3年生ともに「将来は人の役に立ちたい」と考える子どもが9割を超えることは喜ば
しいことです。学校生活や家庭生活において積極的に他者と関わわり、困っている人を進んで助けたり、
協力してものごとを最後まで成しとげる経験などを積んでほしいと考えます。引き続き、子どもたちの心
が育まれるよう家庭や地域でも見守りやご協力をお願いします。

5　授業で自分の考えを説明したり、文章に書いたりすることは難しいですか
小学6年生	 中学3年生
 

　「自分の考えを説明したり、文章に書いたりすること」を難しいと感じている小中学生は、前年度とほ
ぼ同じ割合となります。国語をはじめとする各教科で、「自分の考えを持つ」「その考えを文章に書く」こ
となどを継続的に行い、「自分の考えを発表したり、説明したりする力」の育成につなげていく必要があ
ります。自分の考えや気持ちを相手に伝え、自分を理解してもらうことに努めることは、円滑な人間関係
づくりやコミュニケーション能力の向上のための重要な要素です。
　学校では分かる授業への改善と改革を進め、魅力ある授業づくりをめざして取り組みます。家庭でも、
きちんとした言葉で自分の考えを分かりやすく相手に伝えるにはどうすべきか、考える機会を設けていた
だきたいと思います。

0% 20% 40% 60% 80% 100%
国

県

市

そう思う（どちらかと言えばそう思う）
そう思わない（どちらかと言えばそう思わない）

87.9

88.6

86.3

12.1

11.4

13.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
国

県

市

そう思う（どちらかと言えばそう思う）
そう思わない（どちらかと言えばそう思わない）

81.9

82.8

81.4

18.1

17.2

18.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
国

県

市

そう思う（どちらかと言えばそう思う）
そう思わない（どちらかと言えばそう思わない）

93.4

95.0

93.8

6.6

5.0

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
国

県

市

そう思う（どちらかと言えばそう思う）
そう思わない（どちらかと言えばそう思わない）

93.6

94.3

92.8

6.4

5.7

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
国

県

市

そう思う（どちらかと言えばそう思う）
そう思わない（どちらかと言えばそう思わない）

53.7

50.4

54.8

46.3

49.6

45.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
国

県

市

そう思う（どちらかと言えばそう思う）
そう思わない（どちらかと言えばそう思わない）

65.5

62.3

62.8

34.5

37.7

37.2
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【
問
合
せ
】
南
魚
沼
市
上
下
水

道
料
金
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
８
８

－

０
２
２
０

水
道
の
冬
じ
た
く
を

お
願
い
し
ま
す

　

冬
期
間
（
１２
月
～
４
月
）
は
、

積
雪
の
た
め
検
針
を
行
い
ま
せ
ん
。

こ
の
期
間
は
、
概
算
料
金
で
毎
月

請
求
を
し
ま
す
。

Ｑ
冬
期
概
算
料
金
と
は
？

A

前
年
の
使
用
水
量
か
ら
推
計

し
た
認
定
水
量
で
計
算
し
た
料

金
で
す
。
前
年
の
冬
期
間
使
用

量
（
前
年
デ
ー
タ
が
な
い
場
合

は
、
直
近
の
使
用
水
量
）
か
ら
、

１
か
月
あ
た
り
の
水
量
を
認
定

し
ま
す
。

Ｑ
冬
期
概
算
料
金
は
、
ど
う
す

れ
ば
わ
か
る
の
？

A

１
月
上
旬
に
「
冬
期
認
定
通

知
書
」
を
郵
送
し
ま
す
。
内
容

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ
冬
期
概
算
料
金
の
変
更
は
可

能
な
の
？

A

可
能
で
す
。
認
定
水
量
と
実

際
の
使
用
水
量
に
大
き
な
差
が

あ
る
場
合
や
、
使
用
人
数
の
増

減
な
ど
で
使
用
水
量
の
変
動
が

予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
自
分
で

認
定
水
量
を
設
定
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
希
望
す
る
人
は
、

南
魚
沼
市
上
下
水
道
料
金
セ
ン

タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｑ
冬
期
概
算
料
金
の
精
算
は
い

つ
？

A

６
月
で
す
。
来
年
５
月
に
検

針
を
再
開
し
、
６
月
に
精
算
を

し
ま
す
。
５
月
の
検
針
ま
で
に

転
居
な
ど
で
閉
栓
す
る
場
合
は
、

そ
の
と
き
に
精
算
と
な
り
ま
す
。

精
算
料
金
は
「
冬
期
精
算
通
知

書
」
を
郵
送
し
ま
す
。
内
容
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ
実
際
の
使
用
量
で
料
金
を
支

払
う
に
は
？

A

自
分
で
水
道
メ
ー
タ
ー
を
検

針
し
、
報
告
す
る
自
主
検
針
が

必
要
で
す
。
希
望
す
る
人
は
、

南
魚
沼
市
上
下
水
道
料
金
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

凍
結
に
よ
る
漏
水
に
注
意
を

　

倉
庫
や
作
業
所
、
地
区
の
集
会

所
な
ど
、
水
道
の
利
用
が
少
な
い

施
設
な
ど
は
注
意
が
必
要
で
す
。

定
期
点
検
を
し
、
漏
水
を
防
い
で

く
だ
さ
い
。

長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と

き
は
、
休
止
手
続
き
を

　

休
止
と
再
開
の
手
続
き
に
は
、

手
数
料
が
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
必

要
で
す
が
、
休
止
期
間
中
は
水
道

料
金
が
発
生
し
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】
環
境
交
通
課　

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

地
盤
沈
下
対
策
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　

地
盤
沈
下
の
原
因
は
、
過
剰
な

地
下
水
の
汲
み
上
げ
で
す
。
地
盤

は
沈
下
す
る
と
、
完
全
に
元
に
は

戻
り
ま
せ
ん
。
間
も
な
く
本
格
的

な
降
雪
期
を
迎
え
、
消
雪
用
の
地

下
水
利
用
が
増
え
る
時
期
と
な
り

ま
す
。
地
盤
沈
下
対
策
と
し
て
、

地
下
水
の
汲
み
上
げ
量
を
必
要
最

小
限
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

市
全
体
で
節
水
へ
の
取
り
組
み
を

　

地
層
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
あ

る
地
点
で
の
地
下
水
の
汲
み
上
げ

が
、
別
地
点
の
水
位
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
が
、
節
水
意
識
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。

地
下
水
利
用
は
必
要
最
小
限
に

　

降
雪
感
知
器
や
消
雪
パ
イ
プ
ノ

ズ
ル
の
点
検
・
調
整
を
行
い
、
無

駄
な
運
転
を
防
止
し
、
散
水
量
の

削
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

屋
根
消
雪
は
早
期
に
散
水
中
止
を

　

温
暖
期
に
入
っ
た
ら
、
建
物
の

保
全
に
影
響
し
な
い
程
度
の
降
雪

時
は
、
散
水
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

適
切
な
運
転
管
理
に
よ
る
節
水
を

　

降
雪
感
知
器
の
自
動
運
転
に
頼

ら
ず
、
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
手

動
に
よ
る
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

過
去
５
年
間
の
地
盤
沈
下
記
録

　

六
日
町
の
市
街
地
を
中
心
と
し

た
地
盤
沈
下
の
状
況
で
す
。
降
雪

量
に
比
例
し
、
沈
下
量
が
大
き
く

な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

※�

沈
下
量
は
観
測
年
の
９
月
が
基

準
で
す
。
平
成
２８
年
度
は
、
ま

だ
結
果
が
で
て
い
ま
せ
ん

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
市
民
課 

国
保
年
金
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

平
成
２９
年
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

人
間
ド
ッ
ク
費
用
補
助
金

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入

者
で
、
対
象
条
件
を
満
た
し
、
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
に
補
助

金
（
償
還
払
い
）
を
支
給
し
ま
す
。 　

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
後
に
、
請
求
方
法
を
記

載
し
た
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

対
象
条
件（
す
べ
て
満
た
す
こ
と
）

・�

南
魚
沼
市
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る

・�

保
険
料
の
滞
納
が
な
い

・�

平
成
２９
年
度
の
住
民
健
診
を
受

診
し
な
い
（
住
民
健
診
と
重
複

し
た
場
合
、
補
助
金
の
支
給
は

で
き
ま
せ
ん
）

対
象
受
診
期
間

　

平
成
２９
年
４
月
～
３０
年
３
月

補
助
金
額　
１
０
，０
０
０
円

締
切
り　
平
成
２９
年
５
月
３１
日
㈬

申
込
み

　

市
民
課 

国
保
年
金
係

　

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

※�

電
話
受
付
は
、
市
民
課 

国
保

年
金
係
の
み

　

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
費
用
は
、

住
民
健
診
に
比
べ
て
高
額
で
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
や
基
本
検

査
・
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
内
容
は
、

受
診
希
望
の
健
診
機
関
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

観測年度 最大沈下量 累計降雪量
（本庁舎）

Ｈ23 2.2㎝ 1,353㎝

Ｈ24 3.2㎝ 1,523㎝

Ｈ25 1.9㎝ 1,377㎝

Ｈ26 1.1㎝ 990㎝

Ｈ27 2.2㎝ 1,520㎝
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【
問
合
せ
】

　
市
民
課 

国
保
年
金
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

　

�

日
本
年
金
機
構 

六
日
町
年

金
事
務
所

�

☎
７
１
６

－

０
８
０
０

国
民
年
金

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
39

市
役
所
で
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

国
民
年
金
は
老
齢
と
な
っ
た
際

の
生
活
を
、
現
役
世
代
で
支
え
る

国
民
皆
年
金
制
度
で
す
。
老
後
の

生
活
に
備
え
、
２０
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
国
民
年
金
に
は
、
必
ず
加
入

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
？

A

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む

２０
歳
～
６０
歳
の
す
べ
て
の
人
の

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

Ｑ
現
在
会
社
員
で
、
厚
生
年
金

に
加
入
し
て
い
ま
す
。
国
民
年

金
へ
の
加
入
手
続
き
は
必
要
な

の
？

A

厚
生
年
金
に
加
入
す
る
場
合

は
、
国
民
年
金
の
第
２
号
保
険

者
と
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
に

加
入
す
る
手
続
き
は
不
要
で
す
。

国
民
年
金
の
加
入
種
別

第
１
号
被
保
険
者　

　

自
営
業
、
専
業
農
家
、
退
職
し

た
人
、
学
生
な
ど

第
２
号
被
保
険
者

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
厚
生
年

金
、
共
済
年
金
の
加
入
者

第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

る
配
偶
者

Ｑ
勤
め
て
い
た
会
社
を
退
職
し

ま
し
た
。
年
金
に
関
し
て
ど
ん

な
手
続
き
が
必
要
な
の
？

A

６０
歳
未
満
の
場
合
は
、
国
民

年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
へ
の

異
動
手
続
き
が
必
要
で
す
。
資

格
喪
失
連
絡
票
や
離
職
票
な
ど
、

退
職
日
の
わ
か
る
も
の
を
持
参

し
、
市
役
所
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

Ｑ
病
気
で
会
社
を
退
職
し
て
収

入
が
減
り
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
し

た
ら
い
い
の
？

A

保
険
料
免
除
制
度
や
納
付
猶

予
制
度
が
あ
り
ま
す
。
雇
用
保

険
の
受
給
者
証
か
離
職
票
を
持

参
し
、
市
役
所
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料

　

月
額
１
６
，２
６
０
円

　
（
平
成
２８
年
度
）

※�

平
成
２９
年
度
は
、
月
額
１
６
，

４
９
０
円
を
予
定

Ｑ
国
民
年
金
保
険
料
は
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
？

ま
た
、
保
険
料
の
割
引
制
度
は

あ
る
の
？

A

国
民
年
金
保
険
料
は
、
金
融

機
関
の
ほ
か
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

ま
た
口
座
振
替
に
加
え
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン

グ
な
ど
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
１
か
月
～
２
年
分

を
前
納
す
る
こ
と
で
割
引
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
も
う
す
ぐ
２０
歳
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
で
必
要
な
手
続
は
？

A

２０
歳
に
な
る
月
に
、
国
民
年

金
加
入
の
申
込
み
案
内
が
届
き

ま
す
。
市
役
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

Ｑ
学
生
で
収
入
が
な
く
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。　

A

納
付
が
全
額
猶
予
さ
れ
る
学

生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

学
生
証
の
写
し
か
在
学
証
明
書

を
持
参
し
、
市
役
所
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
も
う
す
ぐ
６５
歳
に
な
り
ま
す
。

年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
手
続

き
は
？

A

６５
歳
に
な
る
前
に
、
年
金
請

求
の
案
内
が
届
く
の
で
、
市
役

所
か
年
金
事
務
所
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
年
金
事
務
所

で
は
、
相
談
の
予
約
を
電
話
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
６３
歳
で
す
が
、
国
民
年
金

を
早
期
に
受
給
す
る
こ
と
は
で

き
る
の
？

A

希
望
す
れ
ば
、
６０
歳
か
ら
繰

り
上
げ
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
繰
り
上
げ

請
求
を
し
た
場
合
、
年
金
額
が

そ
の
時
点
（
月
単
位
）
に
応
じ

て
減
額
さ
れ
ま
す
。
そ
の
減
額

率
は
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
年
金
保
険
料
を
支
払
う
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
期
間
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
期
間
を
確
認
す
る

方
法
は
あ
る
の
？

A

年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
わ
か
る
も
の
と
運
転
免
許

証
な
ど
を
持
参
し
、
年
金
事
務

所
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
年
金
ネ
ッ

ト
に
登
録
す
る
こ
と
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
加
入
・
納
付
記

録
を
確
認
で
き
ま
す
。

Ｑ
収
入
が
安
定
し
て
き
た
の
で
、

免
除
を
受
け
た
期
間
の
年
金
を

支
払
い
た
い
の
で
す
が
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
？

A

年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
わ
か
る
も
の
と
運
転
免
許

証
な
ど
を
持
参
し
、
年
金
事
務

所
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

後
日
、
郵
送
さ
れ
る
納
付
書
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
将
来
も
ら
う
年
金
額
を
増
や

す
方
法
は
あ
る
の
？

A

付
加
保
険
料
（
月
額
４
０
０

円
）
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ

と
で
、
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
国
民
年
金
基
金

や
農
業
者
向
け
の
農
業
者
年
金

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

役
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

Ｑ
国
民
年
金
の
受
給
資
格
が
２５

年
か
ら
１０
年
に
短
縮
さ
れ
る
と

聞
い
た
け
ど
？ 

A

年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

２５
年
間
以
上
の
納
付
か
、
免

除
・
猶
予
期
間
が
必
要
で
し
た
。

法
改
正
に
よ
り
、
そ
の
期
間
が

１０
年
間
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。
平

成
２９
年
９
月
か
ら
の
実
施
予
定

で
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
詳
細
が
決
定

後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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【問合せ】
地方創生推進室
� ☎773－6659

雪害はみんなで知恵を絞って乗り越える
� 平成22年 長岡市の豪雪（長岡市　災害当時60代　男性）　

　私たちの集落の除雪は、各家庭では滞りなく行われているのですが、問題となっているのが空き
家です。空き家は除雪をする人がなく、雪下ろしボランティアの対象からも外れるので、しばしば
大量の雪が積もり、中にはその重みでつぶれてしまった家もあります。そこで空き家前の道路は早
めに通行止めにするなどして、対応しています。
　もう一つの課題は公共施設の除雪です。従来は2人1組の交代制で行ってきましたが、高齢化な
どによって参加できない住民が増えたことから、2012年冬、新しいシステムを考案しました。そ
れは、消防ポンプ小屋、集会場、バス停、ごみ置場など、除雪の必要な公共施設を改めてピック
アップし、それぞれの場所を専門に除雪する担当者を配置して費用を支払う仕組みです。
　以前は50世帯ほどあった家庭が、2004年の新潟県中越地震
を機に35世帯に激減。現在残る60人余りの住民のうち数人の
50代を除き、全員が60歳以上という集落ですから、肉体労働
などはどうしても一部の人に頼らざるを得ません。その負担に
報いるために、町会費を1割程度増額してお礼を支払うことに
したのです。しばらくはこの方法でやってみて、不都合があれ
ばまたみんなで考える。雪国での暮らしを維持するためには、
みんなで知恵を絞りながらともに歩むことが何より大切です。

【問合せ】総務課 防災庶務班　
☎773－6660　一日前プロジェクト

災害に備えて

大巻地区地域づくり協議会　☎776−2032

　10月23日㈰、五日町雪国スポー
ツ館駐車場を会場に、提案事業の一
つとして「東北支援さんま祭り」を
開催しました。100円でさんまが食
べ放題となるこのイベントに、多く
の人が訪れました。
　午前10時から焼き始め、午後1時
には用意したさんま1,500匹がなく
なりました。豪華景品が当たる抽選
会もにぎやかに行われました。

東地区地域づくり協議会　☎779−2761

　10月23日㈰、提案事業の一つと
して「第8回水無渓谷リバーウォー
ク」を開催しました。約150人の参
加者は、八海山麓サイクリングター
ミナルをスタートし、水無渓谷コー
ス15㎞とおおくら森コース10㎞を
歩きました。途中から雨が降るあい
にくの天気でしたが、紅葉が美しい
両コースをみんなで元気に歩きまし
た。

地
域
づ
く
り
協
議
会
の�

　「
と
り
く
み
」

　
　「
で
き
ご
と
」
紹
介

主役は
地域の
みなさん!
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こんな会社です
　当社は昭和48年に創業し、今年で43年を迎えます。平成16年に
は生産センターも完成し、自動車の電装部品や内視鏡などの医療部
品をはじめ、さまざまな超精密プラスチック加工部品の製造を行っ
ています。経営理念に「21世紀型職人」を掲げ、安定した成形品
質を保つため、タブレット端末などのIT技術を最大限に活用して
います。独創的な発想と先進技術で、取引先の満足と信頼、そして
地域社会からの高い評価をめざした会社づくりを進めています。
人事担当者から一言
　「ものづくり」は、誰もが楽しいものです。そして難しいほど達
成感を得られます。そのために私たちは協力をし、知恵を出し、新
たなことに挑戦しています。当社では、入社後の教育にも力を入れ
ています。国家技能検定や品質管理検定、社内外の研修などにより
自己の技術力と能力の向上を奨励し、多くの資格取得の実績があり
ます。常に探究心を持ち、どのような場面でも柔軟に対応できる人
を求めています。
イチ押し社員を紹介　～倉

くら

科
しな

拓
たく

麻
ま

さん［所属：統括部］～
Ｑ 会社で働くやりがいを教えてください。
A 長野県出身で、入社して3年目になります。当社が金型を強化する方針だと聞

き、前職の知識と経験を生かせると思い入社しました。現在は統括部に所属し、
営業として関東方面を中心に活動しています。仕事をする上で心掛けていること
は、始めから終わりまでできる限り携わることです。実情を話すことで、顧客の
信頼を得られるように努めています。当社のよい点は、風通しがよく、挑戦する
ことを推奨していることだと感じています。技術力や能力の向上をめざす人には、
恵まれた環境だと思います。
南魚沼に来て印象的だったのは、週末に家の前でバーベキューをしている家族が
多いことです。家族のつながりが強いように感じます。私は週に1回は坂戸山に
登り、基礎体力の向上に努めています。また、八海山にも登り、南魚沼での生活
を満喫しています。

新人さんの紹介　～嶋
しま

倉
くら

実
み

優
ゆう

さん（塩沢商工高等学校商業科出身）～
Ｑ この会社で働いてみてどうですか？
A 入社して3年目になります。品質管理課に所属し、製品の寸法を測り、規格に

適応しているかを確認しています。先輩にわからないことを質問すると、すぐに
的確に教えてくれる思いやりがあふれる環境です。今年後輩が入社したので、先輩から教えてもらった
ことをしっかりと伝えていきたいと考えています。

シリーズで南魚沼市の「がんばる企業」を紹介します�━━━━ 南魚沼市WEB企業ガイド 検 索

〒949－7101　南魚沼市五日町335番地1
☎776－2141　FAX 776－2932
メール：info@kasahara-im.jp
ウェブサイト：www.kasahara-im.jp

シリーズ⑳

社内風景

倉科 拓麻さん

嶋倉 実優さん

株式会社 笠原成形所　
� ［製造業］

タブレット活用
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読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

期
日　
毎
週
水
曜
日 

　

午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

ク
リ
ス
マ
ス
会　
１２
月
２１
日

※�

１２
月
２８
日
と
平
成
２９
年
１
月
４

日
は
、
お
休
み
し
ま
す

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

内�

容　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手
遊

び
・
絵
本
・
紙
芝
居
・
読
み
聞

か
せ
な
ど

対
象　
０
歳
～
入
園
前
の
幼
児

₁₂
月
の
読
書
の
つ
ど
い

ク
リ
ス
マ
ス
劇
と
ク
リ
ス
マ
ス

ブ
ー
ツ
作
り　

日
時　
１２
月
１７
日
㈯　

　

午
後
２
時
～
３
時
３０
分

会
場　
図
書
館 
多
目
的
室　

テ
ー
マ　
「
ク
リ
ス
マ
ス
」　

内�

容　
ク
リ
ス
マ
ス
劇
・
合
唱
・

ク
リ
ス
マ
ス
ブ
ー
ツ
作
り
・
読

み
聞
か
せ
・
本
の
紹
介
な
ど

出�

演　

六
日
町
高
等
学
校
演
劇

部
・
音
楽
部

対�

象　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者

ほ
か

テ
ー
マ
展
示

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
む
本　

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
由
来
や
飾
り
つ

け
、
パ
ー
テ
ィ
ー
料
理
や
手
芸
、

関
連
小
説
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

子
ど
も
向
け
の
紙
芝
居
、
工
作
、

物
語
や
読
み
継
が
れ
て
い
る
名
作

絵
本
も
紹
介
し
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
る
た
め
に　

　

大
掃
除
や
片
づ
け
の
コ
ツ
が
わ

か
る
本
、
年
賀
状
の
書
き
方
、
お

せ
ち
や
お
も
て
な
し
料
理
の
本
な

ど
、
新
年
を
迎
え
る
準
備
に
役
立

つ
本
を
展
示
し
ま
す
。　
　

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
特
集　

　

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ

ン
が
到
来
！ 

ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
、
ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
の
本

を
紹
介
し
ま
す
。
ス
キ
ー
ジ
ャ
ー

ナ
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
雑
誌
も
所

蔵
し
て
い
ま
す
。

冬
を
あ
た
た
か
く
過
ご
そ
う　

　

体
が
温
ま
る
料
理
の
本
や
、
冷

え
対
策
、
編
み
物
の
本
な
ど
を
集

め
ま
し
た
。
寒
い
冬
を
、
暖
か
く

元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

２
０
１
６
年
を
ふ
り
か
え
る　

文
学
賞
特
集

　

今
年
の
主
な
文
学
賞
（
芥
川
賞
、

直
木
賞
、
三
島
由
紀
夫
賞
、
山
本

周
五
郎
賞
な
ど
）
の
受
賞
作
を
特

集
し
ま
す
。

ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
２
０
１
６

　

今
年
１
年
の
図
書
館
の
ベ
ス
ト

リ
ー
ダ
ー
（
最
も
読
ま
れ
た
本
）

を
紹
介
し
ま
す
。

井い

伊い

直な
お

虎と
ら　
　

　

２
０
１
７
年 

大
河
ド
ラ
マ「
お

ん
な
城
主 

直
虎
」
の
主
人
公
で

あ
る
「
井
伊
直
虎
」
の
関
連
本
を

紹
介
し
ま
す
。
本
を
読
ん
で
、
よ

り
ド
ラ
マ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

絵
本
の
へ
や

　

乳
幼
児
向
け
の
楽
し
い
絵
本
の

お
は
な
し
の
じ
か
ん

　

図
書
館
司
書
に
よ
る
読
み
聞
か

せ
ラ
イ
ブ
。
み
ん
な
で
楽
し
い
お

話
を
聞
き
に
き
て
ね
。

日
時　
１２
月
１０
日
㈯

　

午
前
１１
時
～
１１
時
３０
分

会
場　
図
書
館　

多
目
的
室

内�

容　
手
袋
人
形
・
絵
本
・
紙
芝

居
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

対�

象　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者

ほ
か

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

サ
ン
タ
さ
ん
に
あ
え
る
か
な
？

　

ク
リ
ス
マ
ス
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
や
、
す
て
き
な
ハ
ン
ド
ベ
ル
演

奏
な
ど
、
お
楽
し
み
が
い
っ
ぱ

い
！ 

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
あ
る
よ
。

日
時　
１２
月
１６
日
㈮

　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分　

会
場　
大
和
公
民
館

内�

容　
手
袋
人
形
・
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
（
紙
人
形
劇
）「
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
」・
絵
本
・
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
・
手
遊
び
・
歌
・
ハ
ン

ド
ベ
ル
演
奏
な
ど

対
象　
０
～
３
歳
児
と
保
護
者

参
加
費　
無
料
（
予
約
不
要
）

南魚沼市 　‌�月～金9：30～20：00（土日日祝19：00まで）　休館：1日㈭、
15日㈭（図書整理日）

大　和 　‌�☎777－4671　火～日9：00～19：00（土日日祝17：00まで）
休館月（祝日の場合は翌日）

塩　沢 　��‌�☎782－0100　火～金9：00～20：00（月土日日祝17：00まで）
休館：12日㈪

年末年始
の休館　

　��‌�南魚沼市：12月31日㈯～1月２日（月・振休）
大和・塩沢: 12月29日㈭～1月3日㈫

みんなの図書館 【申込み・問合せ】�
南魚沼市図書館
� ☎773－667712月の開館日時

巡
回
図
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

１１
月
１７
日
㈭
に
塩
沢
図
書
室
の

２
０
０
冊
を
入
れ
替
え
ま
し
た
。

次
回
、
大
和
図
書
室
は
１２
月
１５
日

㈭
の
予
定
で
す
。

図
書
館
川
柳
を
募
集

　

本
へ
の
思
い
や
、
思
い
出

な
ど
が
詰
ま
っ
た
川
柳
を
募

集
し
ま
す
。
作
品
は
館
内
掲

示
を
行
い
、
優
秀
作
品
に
は

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

テ
ー
マ　
「
本
」

募�

集
期
間　
１２
月
７
日
㈬
～

平
成
２９
年
２
月
２
日
㈭

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

応�

募
方
法　
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
載
し
、
図
書

館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
応
募
は
一
人
一
作
品
。

応
募
用
紙
は
、
図
書
館
と

中
央
・
大
和
・
塩
沢
公
民

館
に
用
意
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）

応�

募
資
格　
南
魚
沼
市
民
か

南
魚
沼
市
図
書
利
用
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
人

掲�

示
期
間　
平
成
２９
年
２
月

２０
日
㈪
～
３
月
１３
日
㈪
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施設利用の冬期割引
　会場や付属設備利用料が、通常の8割相当額となり
ます。（営利目的などの催しを除く）この機会に、市
民会館を利用してみませんか。詳しくは、お問い合わ
せください。
期　間　12月1日㈭～平成29年3月31日㈮

南魚沼市民会館
開館8：30 ～ 17：15

12月の休館：毎週月曜日　　
年末年始休館：12月29日㈭～1月3日㈫

☎773－5500　FAX 772－8161
URL http：//www.6bun.jp/kaikan/

常設展 　~彫る 摺
す

る 画
か

く~「棟方志功の世界」
企画展 　期　間　平成29年2月26日㈰まで

「ガールズ・コレクション展」
　「少女」にスポットを当て、日本人画家ならではの
繊細な描写で表現された作品を展示。
「複製版画に魅

み

る名画展」
　複製版画は、一般の印刷と違い原画を忠実に再現し
ています。身近に鑑賞できる魅力もあります。

『北越雪譜』挿絵紹介その16
　魚沼から柏崎へ向かう途中、農民
と商人が猛吹雪に見舞われ、昼食を
用意していなかった商人は、農民か
ら焼き飯を買い、腹を満たします。
おかげで商人は無事にたどり着きま
すが、腹をすかせた農民は遭難して
しまいます。この絵は、難渋する二
人の姿が描かれています。

はっけよい大相撲「木村浩
ひろ

之
ゆき

展 日本画と力士像」
期　間　12月25日㈰まで
　相撲を題材に活動を続ける木村浩之さんの個展。
ライブペインティング＋みんなでお相撲さんを描こう

　12月10日㈯　13：00 ～ 15：00［事前申込みが必要］
ギャラリートーク 　12月24日㈯　14：00 ～ 15：00

雪見展 真冬のクラフトマーケット
日　時　平成29年1月8日㈰・9日（月・祝）
　　　　9：00 ～ 17：00（9日は16：00で終了）

一箱古本市 個性的な一箱本屋さんが集合
期　間　平成29年1月7日㈯～ 17日㈫

池田記念美術館
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

12月の休館：毎週水曜日　　
年末年始休館：12月26日㈪～1月6日㈮

☎780－4080　FAX 777－3815　URL http：//www.ikedaart.jp
￥ 一般500円／高校生以下（無料）

富岡惣一郎　Bird eye ～空から描く～
期　間　12月5日㈪まで
　12月10日㈯からは「氷と霧の秘境」を開催。

トミオカ南魚県展2016
期　間　12月25日㈰まで
　第71回新潟県美術展覧会で入賞・入選した南魚沼
郡・市在住者の作品を展示。　

ラウンジ展 12月 [観覧無料］
城内さんぽ 　法音寺・田崎のイラストを展示
市民ギャラリー 　世界一、八海山・城内「水かがみ
花火」写真展

トミオカホワイト美術館
開館10：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

12月の休館：毎週水曜日、３日㈯、６日㈫～９日㈮
年末年始休館：12月26日㈪～ 1月4日㈬

☎775－3646　FAX 775－3650　URL http：//www.6bun.jp/white/
￥ 一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

☎783－4500　FAX 783－3388
URL http：//www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan
￥ 一般500円／小中高250円

開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30まで）
12月は毎日開館します

今泉記念館アートステーション

鈴木牧之記念館
開館9：00 ～ 16：30

12月の休館：毎週火曜日　　
年末年始休館：12月24日㈯～1月6日㈮

☎ ・ FAX 782－9860
￥ 一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

市民無料の日：18日㈰

「塚
つかやまとうげふぶきのず

山嶺吹雪図」
部分

第3期 まなざし展～語りかける絵画～
期　間　平成29年3月20日（月・祝）まで
　棟方作品や外国・日本作品から「まなざし」をテー
マにした作品を展示。

棟方志功アートステーション

［ＪＲ六日町駅1階]　☎770－1173� ￥  一般500円／小中高250円
URL http：//www.m-uonuma.jp/m-artstation/

開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30まで）
12月は毎日開館します
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公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949－6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内
ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

ディスポート南魚沼
12月の休館日  毎月曜日
年末年始の休館  �

� 12月29日㈭～1月3日㈫
※�12月27日㈫・28日㈬の

営業は、9：00 ～17：00。
プールの利用不可

コース 開催曜日・時間 対象者：対象・内容：内容
受講料

会　員 一　般

水
泳
教
室

親　　子 土曜日　19：00 ～ 19：50
対象 �1月31日で3歳以上のオムツが

とれている未就学児と保護者
内容 親子で水慣れ

保護者が会員の場合
親子新規  1,540円
幼児新規  820円
再 受 講 3,080円

1教室
につき
5,650円

ミニアクア
のみ

3,080円

幼　　児
水曜日～土曜日
全５コース
※時間は曜日で異なります

対象 �1月31日で5歳以上の未就学児
内容 水慣れから初歩のクロール

初　　級
水曜日～土曜日
全7コース
※時間は曜日で異なります

対象 �小学生
内容 �水慣れ・顔つけから、中級コー

スをめざす小学生 新規  
無料

再受講
3,080円

JSC会員
3,600円

2教室目から
3,080円

ミニアクアが
２教室目か
再受講の場合

2,050円

中級・上級（小中学生対象）も募集します（経験者のみ対象）

レディース 火曜日　11：00 ～ 12：00
木曜日　11：00 ～ 12：00

対象 �16歳以上の女性
内容 �クロールが泳げるように

一　　般 水曜日　19：00 ～ 20：00
金曜日　13：30 ～ 15：00

対象 �中学生以上 
（金曜日は16歳以上）

内容 �顔つけ・水慣れ～（金曜日は4
泳法できる人）

シ ニ ア 水曜日　14：00 ～ 15：00 対象 �おおむね60歳以上
内容 �水泳による筋力・体力アップ

水
中
運
動
教
室

水中歩行 金曜日　11：00 ～ 12：00
対象 �16歳以上
内容 �水の抵抗を利用した筋力アッ

プ、体力アップ

アクアエク
ササイズ　 水曜日　11：10 ～ 12：00

ミニアクア 木曜日　14：20 ～ 14：50

新規  今年度初めて参加する人   再受講  第１期か第２期に参加していた人  JSC会員 ジュニアスポーツクラブ会員
・上記受講料のほかに、プール入場料が別途必要（お得な定期券あり）
・教室は、都合で日程・回数・料金などを変更する場合あり。教室の内容などは、スポパラ事務局まで
・�未就学児は、保護者がスポーツパラダイス会員の場合、会員料金を適用（ディスポート定期券購入時も、会員割

引を適用）
・�締切り後、空きのある教室は、12月16日㈮ 9：00 ～ 28日㈬ 17：00に先着順による追加募集を実施（2教室目の受

講も可能）

締 切 り　12月13日㈫　21：30
申 込 み　�ディスポート南魚沼に用意してある申込み用紙とハガキに必要事項を記入し、

フロントに提出　　※電話での申込みはできません
選考方法　�申込みが定員を超えた場合、 12月15日㈭ 17：00 からディスポート南魚

沼2階 ロビーで抽選を行い、結果をハガキでお知らせします。

第3期（1月～ 3月）水泳教室 参加者募集
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コース 期　間 開催曜日・時間 参加対象者 回　数
受　講　料

会　員 一　般

ビーバー 〈通年〉
後期

（1月～ 3月）

土曜日
10：00 ～ 10：50

対象 ‌�小学生以上
泳力 �面かぶりクロールで7ｍ以

上泳げること
後期
11回

（全45回）

後期
3,080円

JSC会員
後期

4,620円

後期
6,170円

イルカ 木曜日
20：00 ～ 21：00

対象 ‌�小学生以上
泳力 �2泳法で25ｍ以上泳げること

・上記受講料のほかに、プール入場料が必要（お得な定期券あり）
・教室は、都合で日程・回数・料金などを変更する場合あり。教室の内容などは、スポパラ事務局まで

締 切 り　12月10日㈯　21：30
申 込 み　�ディスポート南魚沼に用意してある申込み用紙に必要事項を記入し、

フロントに提出　　※電話での申込みはできません
選考方法　 12月13日㈫ 19：00 から泳力テストを行います。（入場料無料）

長期スイミングスクール（通年）　参加者募集

　油圧抵抗式マシンを使用し、どなたでも簡単に使い方を覚えられます。

ディスポート南魚沼　トレーニングルーム　マシン使用法講習会

日　時　12月18日㈰　12：00 ～ 13：30　　 
定　員　6人（事前申込みが必要）
会　場　ディスポート南魚沼1階　トレーニングルーム
対　象　中学生以上
申込み　ディスポート南魚沼（電話申込み可）
※施設利用料300円が別途必要です（定期券可）
　運動着、室内用シューズ、タオル、飲み物をご用意ください

受
講
料

会員 無　料

一般 200円

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
商
工
観
光
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
５

市
内
ス
キ
ー
場

共
通
リ
フ
ト
乗
車
証
の
販
売

　

南
魚
沼
市
ス
キ
ー
場
協
議
会
の

ご
協
力
で
、
共
通
リ
フ
ト
乗
車
証

を
販
売
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
申

込
書
・
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

対
象
と
金
額　

市�

内
の
小
・
中
学
生
：
１
０
，０

０
０
円

市�

内
に
在
住
・
在
校
す
る
高
校

生
：
１
５
，０
０
０
円
（
今
年

度
の
学
生
証
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
）

小�

・
中
学
生
の
乗
車
証
購
入
の
保

護
者
：
１
人
目
３
０
，０
０
０

円
、
２
人
目
１
５
，０
０
０
円

（
保
護
者
の
本
人
確
認
書
類
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
）

※�

代
金
は
、
事
前
に
指
定
口
座
に

お
振
り
込
み
く
だ
さ
い

保
護
者
の
本
人
確
認
書
類

①�

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

住
基
カ
ー
ド
（
写
真
付
き
）、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
障
が

い
者
手
帳
、
官
公
署
の
身
分
証

明
書
（
写
真
付
き
）

②�

保
険
証
、
介
護
保
険
被
保
険
者

証
、
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、

住
基
カ
ー
ド
（
写
真
な
し
）、

学
生
証
、
社
員
証
、
診
察
券
、

預
金
通
帳

※�

①
は
１
点
、
②
は
２
点
必
要

（
コ
ピ
ー
不
可
）

申
込
み
に
必
要
な
も
の　

　

申
込
書
、
振
込
を
確
認
で
き
る

も
の
、
顔
写
真
１
枚
［
外
寸
：
横

３５
㎜
×
縦
４５
㎜
、
写
真
の
顔
サ
イ

ズ
：
頭
頂
部
か
ら
あ
ご
ま
で
３４
±

２
㎜
、
縁
な
し
、
無
帽
、
無
背
景
、

撮
影
後
６
か
月
以
内
］

使
用
可
能
ス
キ
ー
場

　

石
打
丸
山
ス
キ
ー
場
、
舞
子
ス

ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、
石
打
花
岡
ス

キ
ー
場
、
Ｍ
ｔ
．グ
ラ
ン
ビ
ュ
ー

ス
キ
ー
場
、
上
越
国
際
ス
キ
ー
場
、

シ
ャ
ト
ー
塩
沢
ス
キ
ー
場
、
六
日

町
八
海
山
ス
キ
ー
場
、
ム
イ
カ
ス

ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、
五
日
町
ス
キ
ー

場
、
八
海
山
麓
ス
キ
ー
場

※�

六
日
町
八
海
山
ス
キ
ー
場
は
全

日
、
全
小
学
生
が
無
料
で
利
用

で
き
ま
す

締
切
り

　

平
成
２９
年
３
月
１３
日
㈪

※�

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
で

も
申
し
込
み
可
能
（
受
付
の

み
）
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「
追
分
」
と
は
、
街
道
な
ど
の

道
筋
が
、
分
岐
す
る
場
所
を
い
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
市
内
に
あ
る
二
つ
の

追
分
を
紹
介
し
ま
す
。

　

湯
沢
を
越
え
て
関
東
方
面
に
向

か
う
三
国
街
道
と
、
清
水
峠
（
前

号
参
照
）
を
越
え
て
群
馬
方
面
に

向
か
う
清
水
街
道
の
追
分
は
、
現

在
の
六
日
町
市
街
地
の
上
町
一
丁

目
２
区
に
あ
り
ま
す
。
明
治
１８
年

（
１
８
８
５
年
）
に
国
道
清
水
線

と
し
て
開
通
し
た
際
、
こ
の
追
分

で
は
宿
屋
が
営
業
を
始
め
、
昭
和

の
初
め
こ
ろ
ま
で
は
分
岐
点
を
示

す
木
柱
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

後
年
、
地
域
活
性
化
の
一
つ
と

し
て
木
柱
再
建
が
発
案
さ
れ
、
平

成
１９
年
４
月
、
新
た
に
石
柱
が
建

立
さ
れ
ま
し
た
。（
石
碑
写
真
⑭
）

　

こ
の
石
柱
に
は
「
右 

三
国
街

道　

左 

清
水
街
道
」
と
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

畔
地
の
追
分
は
、
現
在
の
県
道

落
合
六
日
町
線
の
畔
地
字
東
川
端

に
あ
り
、
か
つ
て
は
こ
こ
で
清
水

瀬
・
野
中
方
面
に
向
か
う
道
筋
と

小
川
方
面
に
向
か
う
道
筋
が
分
か

れ
て
い
ま
し
た
。
土
地
改
良
で
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
宮
字
上
ノ
原
に

あ
っ
た
と
い
う
一
里
塚
の
杉
か
ら
、

一
里
余
り
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

南
魚
沼
市
の
石
碑
（
石
柱
）
⑭

「
史
跡 

追お
い
分わ

け
」

�

〔
上
町
一
丁
目
２
区
〕

建
立　
平
成
１９
年
４
月　

　

上
町
追
分
の
会
ほ
か

　
　南

魚
沼
市
の
石
碑
⑮

二
代
目
追
分
の
松
植
樹
記
念

「
植
樹
記
念
」〔
畔
地
〕

建
立　
昭
和
６３
年
６
月　

　

大
字
畔
地
区
一
同

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
郷
土
史
編
さ
ん
係

�

☎
７
７
３

－

２
１
９
７

郷
土
資
料

�
あ
れ
こ
れ
49

（
推
定
）
で
、
周
囲
を
石
で
囲
み
、

植
樹
の
経
緯
を
記
し
た
石
碑
が
建

立
さ
れ
ま
し
た
。（
石
碑
写
真
⑮
）

　

こ
の
他
に
も
、
塩
沢
と
六
日
町

の
境
に
あ
る
「
一
本
杉
」、
大
崎

の
「
て
ん
ま
る
杉
」、
穴
地
の

「
一
本
杉
」、
雷
土
の
「
浄
源
塚
の

一
本
杉
」（
郷
土
資
料
あ
れ
こ
れ

４７
に
掲
載
）
な
ど
、
街
道
脇
や
地

境
に
は
い
く
つ
も
の
大
木
が
見
ら

れ
、
道
し
る
べ
や
往
来
す
る
人
び

と
の
休
息
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

写�

真
１　
昭
和
５０
年
代
の
畔
地
追

分
の
ア
カ
マ
ツ

参
考
資
料

南
魚
思
潮

広
報
む
い
か
ま
ち

南
魚
沼
市
保
存
樹
関
連
資
料

　

こ
の
追
分
に
は
、
一
本
の
双ふ

た

股ま
た

の
ア
カ
マ
ツ
が
あ
り
、「
追
分
の

松
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
追
分
の
松
は
と
て
も
美
し
い

姿
で
、
通
り
過
ぎ
た
後
に
振
り

返
っ
て
ま
た
見
た
く
な
る
こ
と
か

ら
、「
見
返
り
の
松
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。（
写
真
１
）

　

昭
和
５１
年
（
１
９
７
６
年
）
に

六
日
町
の
保
存
樹
木
第
４
号
に
指

定
さ
れ
た
当
時
、
樹
齢
は
約
３
５

０
年
、
幹
回
り
は
約
３
．８
メ
ー

ト
ル
、
樹
高
は
約
１８
メ
ー
ト
ル
の

名
木
で
、
末
永
く
親
し
ま
れ
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
老
木
で
あ
っ
た
こ
と

や
落
雷
、
マ
ツ
ク
イ
虫
の
影
響
も

あ
り
、
樹
木
は
衰
え
、
枝
の
切
り

落
と
し
や
薬
剤
の
注
入
な
ど
の
か

い
も
な
く
枯こ

死し

し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

昭
和
６３
年
２
月
１７
日
に
供
養
祭

が
営
ま
れ
、
同
年
５
月
に
惜
し
ま

れ
つ
つ
も
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
で
は
こ
れ
を
い
と
お
し
み
、

二
代
目
の
松
の
植
樹
が
計
画
さ
れ
、

昭
和
６３
年
６
月
に
近
く
の
山
林
に

あ
っ
た
ア
カ
マ
ツ
が
所
有
者
や
地

域
の
協
力
に
よ
っ
て
植
樹
さ
れ
ま

し
た
。
植
樹
さ
れ
た
ア
カ
マ
ツ
は
、

直
径
４０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

１０
メ
ー
ト
ル
余
り
、
樹
齢
３０
年

【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
０

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

対�

象　
０
～
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
や
祖
父
母
な
ど

料
金　
１
人
１０
円
（
保
険
料
）

申�

込
み　
不
要
（
動
き
や
す
い
服

装
で
直
接
会
場
ま
で
）

六
日
町
地
区
第
４
回
「
そ
だ
ち

学
級
」
＆
冬
の
親
子
サ
ロ
ン
第

１
回
合
同
開
催

日
時　
１２
月
１５
日
㈭

　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
３０
分
～
）

会
場　
市
民
会
館　

ホ
ワ
イ
エ　

内�

容　
「
た
の
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
」。

カ
ー
ド
の
ツ
リ
ー
を
飾
り
つ
け

よ
う
。
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
も
あ

る
よ
！

城
内
地
区

第
３
回
「
そ
だ
ち
学
級
」

日
時　
１２
月
１８
日
㈰

　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
３０
分
～
）

会
場　
城
内
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー

内�

容　
「
み
ん
な
で
楽
し
く
ク
リ

ス
マ
ス
」。
親
子
で
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
な
ど
を
作
り
ま
す
。
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【
問
合
せ
】
保
健
課　
　

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

健
康
推
進
員
活
動
紹
介
②　

　

各
行
政
区
で
は
、
健
康
推
進
員
が
地
域

住
民
の
健
康
づ
く
り
を
お
手
伝
い
す
る
た

め
に
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
「
い
き
い
き
市
民
健
康
づ
く
り
計

画
」
の
基
本
理
念
で
あ
る
、「
生
涯
を
通

じ
て
誰
も
が
健
や
か
で
い
き
い
き
と
く
ら

せ
る
地
域
」
を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
健

康
課
題
に
関
す
る
研
修
を
受
講
し
て
い
ま

す
。
そ
の
研
修
を
も
と
に
、
地
域
に
住
む

み
な
さ
ん
へ
情
報
提
供
を
し
た
り
、「
自

分
」「
家
族
」「
地
域
」
で
で
き
る
健
康
づ

く
り
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
各
地
区
で
開
催
し
た
教
室
で

は
、「
お
口
の
健
康
」「
認
知
症
の
予
防
」

「
血
圧
の
管
理
」「
ア
ル
コ
ー
ル
と
の
付
き

合
い
方
」
な
ど
、
身
近
な
内
容
を
多
く
取

り
上
げ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
自
分
や
家
族
の
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
、
地
域
で
開
催
さ
れ
る
教
室

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

日
本
脳
炎
予
防
接
種
未
完
了
者
は

規
定
回
数
を
接
種
し
て
く
だ
さ
い

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
市
報
６
月
１

日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
ほ
か
、
毎
年
国
が

定
め
る
積
極
的
接
種
勧
奨
対
象
の
保
護
者

に
、
個
別
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

　

徐
々
に
未
完
了
者
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
規
定
回
数
を
接
種
し
て
い
な
い
子
ど

も
が
多
く
い
ま
す
。

　

平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
１９
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
の
接
種
期
限
は
、

２
期
を
含
め
て
２０
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま

で
で
す
。
忘
れ
ず
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
１９
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

子
ど
も
は
、
７
歳
半
に
な
る
前
に
１
期
３

回
の
接
種
が
必
要
で
す
。（
一
部
特
例
あ

り
）

※�

ワ
ク
チ
ン
は
、
接
種
の
差
し
控
え
が

あ
っ
た
時
と
は
別
ワ
ク
チ
ン
で
す

規
定
回
数

１�

期　

初
回
２
回
・
追
加
１
回
（
計
３

回
）　

２
期　
１
回
の
み

※
母
子
手
帳
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

接
種
券
が
な
い
場
合
は
、
母
子
手
帳
を

持
参
し
て
保
健
課
か
子
育
て
支
援
課
、
大

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
で
再
発
行
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

受付・診療時間 　午前：月曜～土曜　〔受付〕 8：30 ～ 11：30　〔診療〕 9：00 ～
　　　　　　　　　午後：月曜～金曜　〔受付〕11：30 ～ 16：00　〔診療〕14：00 ～
� 【問合せ】城内診療所　☎775－2009

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日
◎�城内診療所では、自宅まで無料で送迎します。

送迎希望は、電話か窓口でお申し込みくださ
い（送迎は午前中のみ）

1日 2日 3日 4日

髙　﨑 髙　橋 堀内 休診 休  診

5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日
髙　橋 
田　中 福本 寺田 

福本 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 福本 休診 休  診

12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日
髙橋 
田中 田中 福本 寺田 

福本 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 薄田 休診 休  診

19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日
髙　橋 
田　中 福本 寺田 

福本 髙　橋 髙　﨑 休  診 
（祝日） 福本 休診 休  診

26日 27日 28日 29日 30日 31日
髙橋 
田中 田中 福本 寺田 

福本 髙　橋 休  診 
（年末年始）

休  診 
（年末年始）

休  診 
（年末年始）

12月の城内診療所 診療担当医師（予定表）
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【
問
合
せ
】
議
会
事
務
局　

�

☎
７
７
３

－

６
６
５
０

南
魚
沼
市
議
会
の
１２
月
定
例
会

を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

　

本
会
議
、
各
種
委
員
会
と
も
に
、

誰
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。（
途
中

で
の
入
退
場
も
可
能
で
す
）

会
場　
本
庁
舎
３
階 

議
場

開�

催
予
定　
１２
月
１２
日
㈪
：
市
長

所
信
表
明
・
議
案
審
議
ほ
か
、

１４
日
㈬
・ 

１５
日
㈭
：
各
種
委

員
会
、
１９
日
㈪
～
２１
日
㈬
：
一

般
質
問
、
２２
日
㈭
：
委
員
長
審

査
報
告
・
議
案
審
議

　

一
般
質
問
通
告
内
容
を
１９
日
㈪

か
ら
受
付
で
配
布
し
ま
す
。（
閉

庁
後
は
、
宿
直
室
で
配
布
）

※�

日
程
は
１２
月
２
日
㈮
に
正
式
決

定
予
定
。
詳
細
は
、
決
定
後
に

議
会
事
務
局
ま
で
（
日
程
詳
細

と
一
般
質
問
通
告
内
容
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

介
護
保
険
課 

南
魚
沼
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
５

６５
歳
か
ら
の
「
水
中
運
動
教
室
」

第
３
期
参
加
者
募
集

　

水
中
運
動
は
、
膝
や
腰
に
負
担

を
か
け
ず
に
筋
肉
を
鍛
え
、
心
肺

機
能
を
強
化
で
き
ま
す
。
初
心
者

に
も
好
評
な
水
中
運
動
で
、
あ
な

た
も
健
康
増
進
に
励
み
ま
せ
ん
か
。

対�
象　
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る

６５
歳
以
上　

内�

容　
水
中
歩
行
と
ア
ク
ア
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
（
水
中
運
動
）

日�

時　
平
成
２９
年
１
月
１０
日
～
３

月
１４
日
の
毎
火
曜
日
（
全
１０

回
）
午
後
２
時
～
３
時

会
場　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん　

費
用　
１
回
３
０
０
円　

締
切
り　
１２
月
２０
日
㈫

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
２

－

２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る
『
消
費
生
活
』

無
料
法
律
相
談

　

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
、
お
金
に
ま
つ
わ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人

に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
１
件
約
３０
分
。
希

望
す
る
人
は
、
前
日
正
午
ま
で
に

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※�

弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
員
が
概
要
を
伺
い
ま
す

日
時　
１２
月
２２
日
㈭

　

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
場　
本
庁
舎 

南
分
館

　

１
階 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
み
な

さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
身
近

な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
請
】

　
市
民
課 

市
民
係　

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
は

お
早
め
に

　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
取
り
は
、

土
・
日
・
祝
日
を
除
き
、
８
日
間

か
か
り
ま
す
。

　

年
内
に
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
な

人
は
、
１２
月
１６
日
㈮ 

午
後
５
時

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
内
の
受
取
り
は
、
１２
月
２８
日

㈬
ま
で
で
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ

ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
６

「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」

～
秘
密
厳
守
～

　

義
務
教
育
終
了
～
３９
歳
の
困
難

を
抱
え
た
若
者
へ
の
支
援
と
し
て
、

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

対�

象　

市
内
在
住
の
発
達
障
が

い
・
不
登
校
・
ニ
ー
ト
・
ひ
き

こ
も
り
な
ど
で
お
悩
み
の
若
者

と
そ
の
家
族

日
時　
１２
月
１９
日
㈪

　

午
後
２
時
～
３
時　

会�
場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー
１
階 

相
談
室

締
切
り　
１２
月
１５
日
㈭

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

相
談
員
に
よ
る
電
話
・
来
所
相
談

に
、
随
時
応
じ
ま
す

【
問
合
せ
・
申
込
み
】　

　
南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

�

☎
７
７
３

－

６
９
１
１

市
報
な
ど
の
朗
読
テ
ー
プ
を

郵
送
し
ま
す

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
こ

ぶ
し
の
会
」
で
は
、
市
報
み
な
み

魚
沼
や
議
会
だ
よ
り
な
ど
を
朗
読

し
た
録
音
テ
ー
プ
を
郵
送
で
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
で
、

朗
読
テ
ー
プ
を
希
望
す
る
人
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
往
復
郵
送
費
用

は
専
用
封
筒
を
用
い
、
無
料
で
す
。

対�

象　
視
覚
障
が
い
な
ど
で
、
文

字
を
読
む
こ
と
が
難
し
い
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
こ
ぶ

し
の
会
」
で
は
、
朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

掲

板
示
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【
問
合
せ
】　

　

�

介
護
保
険
課 
南
魚
沼
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
５

認
知
症
行
方
不
明
者

捜
索
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

　

９
月
１１
日
㈰
、
畔
地
地
域
に
お

い
て
、
所
在
不
明
と
な
っ
た
認
知

症
の
人
を
、
地
域
の
連
絡
網
を
使

い
早
期
に
発
見
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
「
認
知
症
行
方

不
明
者
捜
索
訓
練
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

訓
練
は
、
認
知
症
高
齢
者
２
人

が
行
方
不
明
に
な
っ
た
こ
と
想
定

し
、
参
加
住
民
が
３
～
４
人
の
グ

ル
ー
プ
と
な
り
、
本
部
と
連
絡
を

取
り
な
が
ら
担
当
地
域
を
捜
索
し

ま
し
た
。
警
察
署
か
ら
の
協
力
も

得
て
、
捜
索
依
頼
の
電
話
訓
練
も

実
施
し
ま
し
た
。

認
知
症
高
齢
者
の
地
域
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

南
魚
沼
地
域
安
全
協
会
安
全
安

心
メ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　
　

　

南
魚
沼
警
察
署
と
南
魚
沼
地
域

安
全
協
会
で
は
、
行
方
不
明
者
情

報
や
不
審
者
情
報
、
熊
の
出
没
情

報
な
ど
を
メ
ー
ル
配
信
し
て
い
ま

す
。
配
信
希
望
者
は
、
ご
登
録
く

だ
さ
い
。

メール登録用
QRコード

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
南
魚

　

南
魚
沼
警
察
署
で
は
行
方
不
明

者
の
発
生
時
に
、
家
族
か
ら
の
依

頼
に
よ
り
、
登
録
さ
れ
た
事
業
所

や
商
店
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
情
報
提

供
を
し
、
捜
索
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
。

南
魚
沼
警
察
署 

生
活
安
全
課

☎
７
７
０

－

０
１
１
０

認
知
症
行
方
不
明
者
登
録
事
業

　

徘
徊
の
可
能
性
が
あ
る
高
齢
者

情
報
を
市
に
登
録
し
、
行
方
不
明

の
際
に
、
そ
の
情
報
か
ら
捜
索
を

行
い
ま
す
。

　

南
魚
沼
市
・
大
和
・
塩
沢
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。　

 

【
問
合
せ
】
環
境
交
通
課　

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

「
冬
の
道�

�

人
も
車
も　
ゆ
ず
り
あ
い
」

　

１２
月
１１
日
㈰
～
２０
日
㈫
の
１０
日

間
、「
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
歩
行
者
の
保
護

・
夜
光
反
射
材
の
着
用

　

昨
年
、
県
内
に
お
い
て
夜
間
歩

行
中
に
交
通
事
故
死
し
た
２２
人
全

員
が
、
夜
光
反
射
材
を
身
に
着
け

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ド
ラ
イ

バ
ー
に
自
分
を
見
つ
け
て
も
ら
う

た
め
、
夜
光
反
射
材
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】　

　

�

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ

ン
タ
ー　

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

若
者
支
援
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

　
「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
い
」「
対
人
関
係
が
う
ま
く
い

か
な
い
」
な
ど
の
悩
み
や
苦
手
感

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
ゲ
ー
ム
感

覚
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し
み

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
や
感

じ
方
に
触
れ
な
が
ら
、
交
流
す
る

楽
し
さ
を
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

対�

象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終

了
か
ら
３９
歳
の
人

日
時　
１２
月
１５
日
㈭

　

午
後
２
時
～
３
時
３０
分

会�

場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー
２
階 

音
楽
室

講�

師　
川
島
崇た

か

照あ
き

さ
ん
（
川
島
崇

照
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

オ
フ
ィ
ス
）

申
込
み　
不
要
。
直
接
会
場
ま
で

参
加
者
の
感
想

　

参
加
し
た
こ
と
で
、
自
分
で
短

所
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
長

所
に
な
り
う
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

　

雪
国
演
芸
友
の
会
様
か
ら
、

１
０
０
，０
０
０
円
を
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

八
海
山
尊
神
社
社
務
所
様

か
ら
、
１
０
０
，０
０
０
円

を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
澤
竜り

ょ
う

馬ま

様
〔
神
奈
川

県
〕
か
ら
、
１
０
０
，０
０

０
円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

片か
た

野の

坂ざ
か

真し
ん

哉や

様
〔
神
奈
川

県
〕
か
ら
、
２
０
０
，０
０

０
円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

橋
本
副ふ

く

孝た
か

様
〔
東
京
都
〕

か
ら
、
５
０
，０
０
０
円
を

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
有
効

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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【
問
合
せ
】
建
設
課

�
☎
７
７
３

－

６
６
７
４

「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
」
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　

建
設
産
業
界
は
、
建
設
リ
サ
イ

ク
ル
法
に
基
づ
き
、
再
生
資
材
と

し
て
利
用
で
き
る
特
定
の
建
設
廃

棄
物
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
・
木
材
な
ど
）
の
分
別

解
体
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
依
然
と
し

て
建
設
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

一
般
家
屋
の
解
体
な
ど
で
も
、

業
者
に
適
正
な
分
別
解
体
・
再
資

源
化
を
促
す
な
ど
、
建
設
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
に
ご
理
解
・
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
応
募
】

　
塩
沢
公
民
館

�

☎
７
８
２

－
０
１
０
０

第
５９
回
雪
譜
ま
つ
り

俳
句
大
会
作
品
募
集

　

鈴
木
牧
之
の
功
績
を
称
え
開
催

す
る
「
雪
譜
ま
つ
り
俳
句
大
会
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

初
心
者
や
初
参
加
も
大
歓
迎
！

内�

容　
「
冬
季
雑
詠
」
２
句
１
組

（
複
数
の
応
募
も
可
）

※�

応
募
方
法
（
大
会
要
項
に
よ

る
）
は
、
塩
沢
公
民
館
ま
で　

費
用　
１
組
１
，０
０
０
円

締�

切
り　
１２
月
２６
日
㈪
（
郵
送
の

場
合
は
必
着
）

表�

彰
発
表

　

平
成
２９
年
２
月
１９
日
㈰

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
南
魚
沼
地
域
振
興
局

　
農
林
振
興
部 

企
画
振
興
課 

�
☎
７
７
２

－

３
９
１
８ 

平
成
２９
年
度

新
潟
県
特
別
栽
培
農
産
物

認
証
制
度
説
明
会

　

新
潟
県
で
は
、
安
全
・
安
心
な

農
産
物
に
対
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
特
別
栽
培
農
産

物
の
基
準
を
定
め
、
適
合
し
た
農

産
物
を
認
証
し
て
い
ま
す
。
本
年

度
は
南
魚
沼
市
、
湯
沢
町
の
生
産

者
３
３
５
人
、
約
６
９
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
認
証
を
受
け
ま
し
た
。

　

新
潟
県
特
別
栽
培
農
産
物
認
証

制
度
に
「
取
組
み
を
考
え
て
い

る
」「
興
味
が
あ
る
」
な
ど
、
参

加
希
望
の
人
は
、
電
話
な
ど
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
１２
月
２６
日
㈪

　

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

会�

場　
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階 

第
１
会
議
室　

締
切
り　
１２
月
２１
日
㈬

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
南
魚
沼
地
域
振
興
局

　
農
林
振
興
部 

企
画
振
興
課

�

☎
７
７
２

－
３
９
１
８

に
い
が
た
「
な
り
わ
い
の
匠
」

認
定
制
度
説
明
会

　

新
潟
県
で
は
、
農
山
漁
村
体
験

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
期

待
さ
れ
る
人
を
、『
に
い
が
た

「
な
り
わ
い
の
匠
」』
と
し
て
認
定

し
て
い
ま
す
。
南
魚
沼
地
域
で
は
、

現
在
約
１
３
０
人
が
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
「
な
り
わ
い
の
匠
」
の
認
定
を

受
け
た
い
人
や
、
興
味
を
持
つ
人

へ
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
電

話
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
１２
月
１５
日
㈭

　

午
後
６
時
３０
分
～
７
時
３０
分

会�
場　
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階

第
１
会
議
室

締
切
り　
１２
月
１２
日
㈪

※�

新
潟
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
「
な

り
わ
い
の
匠
」
認
定
者
を
掲
載

し
て
い
ま
す

【
問
合
せ
】

　

�

南
魚
沼
市
男
女
共
同
参
画
推

進
市
民
会
議
［
通
称
ハ
ー
モ

ニ
ー
］
池
田

�

☎
０
９
０

－

５
５
７
４

－

５
３
０
２

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
予
防
講
座

　
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
と
い
う
言
葉

を
ご
存
知
で
す
か
？ 

こ
れ
は
、

主
に
若
年
層
に
お
け
る
交
際
相
手

か
ら
の
暴
力
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

自
分
の
周
り
に
い
る
人
が
、

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
や
加
害
者

に
な
ら
な
い
た
め
に
、
手
を
差
し

伸
べ
ら
れ
る
よ
う
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

日
時　
１２
月
１１
日
㈰

　

午
前
１０
時
～
正
午

会
場　
南
魚
沼
市
図
書
館

　

多
目
的
室

副
題　
「
恋
愛
、
基
本
の
キ
！
」

参
加
費　
無
料

【
問
合
せ
】

　

�

国
際
空
手
道
連
盟
極
真
会
館

六
日
町
道
場 

青
木

�

☎
０
８
０

－

４
０
５
１

－

４
１
０
８

極
真
空
手
六
日
町
道
場

２０
周
年
演
武
会

　

極
真
空
手
六
日
町
道
場
は
、
今

年
で
２０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
４
歳
～
７８
歳
の

道
場
生
が
演
武
を
行
い
ま
す
。
稽

古
の
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
１２
月
１８
日
㈰

　

午
後
３
時
３０
分
～
５
時
３０
分

　
（
開
場
：
午
後
３
時
）

会
場　
市
民
会
館

　

多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料　
無
料

【
問
合
せ
】

　
第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

　
総
務
課 

広
報
・
地
域
連
携
室

�

☎
０
２
５

－

２
８
５

－

０
１
１
８

１
月
１８
日
は

「
１
１
８
番
の
日
」

　

１
１
８
番
は
、
海
上
保
安
庁
の

緊
急
通
報
用
電
話
番
号
で
す
。

　

海
上
で
の
事
件
・
事
故
な
ど
の

場
合
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

・�「
溺
れ
て
い
る
人
」「
人
身
事

故
」
の
遭
遇
・
目
撃

・
油
の
浮
遊
。
異
臭　
　
　
　

・�

見
慣
れ
な
い
船
、
不
審
船
の
発

見
。
密
航
･
密
輸
事
犯
な
ど
の

情
報

　

落
ち
着
い
て
「
い
つ
」「
ど
こ

で
」「
な
に
が
あ
っ
た
」
な
ど
を

簡
潔
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
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【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課　

�
☎
７
７
３

－

６
６
５
８

シ
リ
ー
ズ
市
民
の
声
⑲

子
ど
も
の
遊
び
場
、
健
診
、�

若
者
の
定
住
に
つ
い
て

【
市
民
か
ら
の
意
見
・
提
案
な
ど
】

　

授
乳
や
子
ど
も
用
ト
イ
レ
な
ど

が
充
実
し
た
子
ど
も
が
遊
べ
る
専

用
の
室
内
施
設
が
あ
る
と
よ
い
と

思
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
健
診
は
、
午
後
で
な
く

午
前
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、

人
数
が
多
く
て
話
を
聞
い
て
も
ら

え
ず
に
終
わ
り
と
な
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
多
い
時
は
２
回
に

分
け
て
実
施
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

人
口
減
少
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
地
価
が
立
地
環
境
に
比
べ

高
く
、
無
駄
な
空
地
も
多
い
。
定

住
し
や
す
い
環
境
整
備
に
注
力
し

て
く
だ
さ
い
。（
平
成
２７
年
１１
月
）

【
市
か
ら
の
返
事
】　

子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
親
子
で
の
遊
び
、
子

育
て
仲
間
の
情
報
交
換
・
交
流
、

育
児
相
談
な
ど
の
場
と
し
て
、

「
ほ
の
ぼ
の
広
場
」
を
市
内
３
会

場
で
開
設
し
、
平
成
２７
年
度
か
ら

利
用
対
象
者
を
入
園
前
の
児
童
か

ら
未
就
学
児
童
に
拡
充
し
ま
し
た
。

一
部
の
私
立
保
育
園
と
認
定
こ
ど

い
る
自
治
体
が
あ
り
、
当
市
も
検

討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し

か
し
、
大
き
な
財
源
が
必
要
な
こ

と
や
、
支
援
対
象
が
市
外
か
ら
の

移
住
者
を
想
定
す
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
ご
意
見
に
沿
う
解
決
策
で

は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

若
者
が
定
住
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
は
最
も
重
要
な
人
口
施
策
と

認
識
し
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
方
面

の
定
住
支
援
策
を
模
索
し
て
実
行

に
移
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
担
当
：
地
方
創
生
推
進
室
）

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に�

つ
い
て

【
市
民
か
ら
の
意
見
・
提
案
な
ど
】

　

す
べ
て
の
ご
み
収
集
場
所
で
、

燃
や
せ
る
ご
み
、
燃
や
せ
な
い
ご

み
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
収
集

を
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。
大
和

地
域
に
あ
る
私
ど
も
の
ご
み
収
集

場
所
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

収
集
の
ル
ー
ル
が
わ
か
ら
な
い

人
が
多
く
、
以
前
か
ら
班
長
が
難

儀
し
て
い
る
の
に
、「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
だ
け
は
、
こ
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
は
だ
め
」

な
ど
と
言
っ
て
も
、
わ
か
る
は
ず

が
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
周
知
す
る
看
板
が
あ
り
ま
す
が
、

守
ら
な
い
人
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

看
板
で
の
周
知
で
は
な
く
、
ど
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
す
べ
て
の
ご

み
を
収
集
し
て
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
。（
平
成
２７
年
１１
月
）

【
市
か
ら
の
返
事
】

　

大
和
地
域
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、
収
集
内
容
の
制

限
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

容
器
包
装
ご
み
の
収
集
場
所
に

つ
い
て
は
、
分
別
を
始
め
た
当
初

か
ら
行
政
区
内
に
１
、
２
か
所
程

度
に
限
定
し
て
お
願
い
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
大
量
の
違
反
ご
み

が
残
さ
れ
、
対
応
に
苦
慮
す
る
状

況
が
み
ら
れ
る
た
め
、
平
成
２７
年

９
月
か
ら
制
限
を
撤
廃
し
、
行
政

区
の
希
望
に
よ
り
収
集
内
容
を
変

更
で
き
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
既
存
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し
て
、
燃
や

せ
る
・
燃
や
せ
な
い
・
資
源
・
容

器
包
装
ご
み
の
収
集
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

収
集
内
容
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

お
住
ま
い
の
地
域
の
行
政
区
長
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�

（
担
当
：
廃
棄
物
対
策
課
）

も
園
で
も
、
入
園
前
の
児
童
と
保

護
者
を
対
象
と
し
た
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
２６
年
度
に
実
施
し
た
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
調
査
」
で
は
、
親
子
で
遊

べ
る
室
内
施
設
の
設
置
を
求
め
る

意
見
が
一
番
多
く
、
市
で
は
「
全

天
候
型
遊
び
の
広
場
」
の
早
期
設

置
に
向
け
、
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。�
（
担
当
：
子
育
て
支
援
課
）

乳
幼
児
健
診
に
つ
い
て

　

乳
幼
児
健
診
に
つ
い
て
は
、
医

師
・
歯
科
医
師
に
よ
る
診
察
が
必

要
な
た
め
、
健
診
に
ご
協
力
い
た

だ
く
医
師
の
都
合
が
優
先
さ
れ
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
医
師
と
年
間
を

通
し
た
日
程
を
決
め
る
た
め
、
午

後
に
健
診
を
実
施
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
回
数
を
増
や
す

こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。

　

ま
た
、
十
分
に
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
歯
科
健
診
に
つ
い
て
は
、

保
健
師
は
問
診
票
や
母
子
手
帳
を

確
認
し
、
困
り
ご
と
の
あ
る
人
や

予
防
接
種
が
遅
れ
ぎ
み
な
ど
の
人

に
声
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

ご
相
談
が
必
要
な
際
は
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�

（
担
当
：
保
健
課
）

若
者
の
定
住
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
は
当
市
で
も
喫
緊
の

課
題
で
す
。
空
き
家
、
空
き
地
の

増
加
は
山
間
地
だ
け
で
な
く
、
駅

周
辺
の
市
街
地
で
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
価
に
は
、
国
土
交
通
省
公
表

の
「
公
示
地
価
」
や
都
道
府
県
公

表
の
「
基
準
地
価
」、
国
税
庁
公

表
の
「
路
線
価
」
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
価
格
算
定
に
は
、
周
辺

の
取
引
実
例
が
参
考
に
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を
加

味
し
て
地
価
は
決
ま
る
と
推
測
さ

れ
ま
す
が
、
当
市
の
人
口
規
模
や

積
雪
地
と
い
う
条
件
に
比
べ
て

「
土
地
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
価
格

が
安
く
な
い
」
と
、
感
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
高
速
道

路
や
新
幹
線
と
い
う
高
速
交
通
機

関
が
整
備
さ
れ
、
東
京
や
新
潟
市

か
ら
の
時
間
的
近
さ
が
、
こ
う
し

た
価
格
と
な
る
一
つ
の
要
因
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
雪
が
降
ら
な
い
地

域
で
も
、
首
都
圏
か
ら
遠
く
、
高

速
道
路
も
な
く
在
来
線
だ
け
の
地

域
と
比
べ
れ
ば
、
あ
る
意
味
便
利

な
地
域
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

地
価
を
行
政
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
移

住
・
定
住
の
施
策
と
し
て
土
地
や

住
宅
取
得
へ
の
支
援
を
実
施
し
て
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� News Plazaみなみうおぬまニュースプラザ

　市の優良工事・優秀技術者表彰要綱に基づき、市が発注し、平成27年度に完成した公共工事で、特に
優秀な成績をおさめた5工事と、5人の技術者に表彰状を授与しました。（掲載順不同）

林道大崎水尾線 開設工事 �①
受注者　株式会社 種村建設
優秀技術者　長谷川 芳

よし

夫
お

さん
受�賞理由　林道を新たに造る工事で、厳しい条件の

中、多様な工種を優れた管理で施工し、地域貢献
に積極的に取り組んだことが評価されました。

南魚沼市養護老人ホーム魚沼荘改築（電気設備）工事 �②
受注者　小島・吉田・陽光 特定共同企業体
優秀技術者　平賀 康

こう

一
いち

さん
受�賞理由　魚沼荘改築の電気設備工事で、今後の維

持管理を考慮した創意工夫を行い、安全に細心の
注意を払いながら施工したことが評価されました。

市道一本杉上町線 消雪（メーンパイプ改修）工事 �⑤
受注者　株式会社 井恒興業
優秀技術者　山田 正

まさ

夫
お

さん
受�賞理由　消雪パイプの設置工事で、狭小で交通量

の多い道路において、地元と良好な関係を保ち、
優れた出来ばえで完成させたことが評価されました。

大崎小学校 校舎大規模改造（建築）工事 �③
受注者　株式会社 島田組
優秀技術者　和田 明

あき

也
や

さん
受�賞理由　校舎の老朽化した部分を改修する工事で、

教育現場へ与える影響を最小限に抑え、工事全般
について優れた施工を行ったことが評価されました。

市道小木六古川線 舗装工事 �④
受注者　株式会社 元店建設
優秀技術者　江口 邦

くに

雄
お

さん
受�賞理由　道路舗装をする工事で、橋梁工事完成後

の気象条件の厳しい時期において、適切な工程・
品質管理を行い、出来ばえのよさが評価されました。

写真前列（中央右は井口市長）左から、①種村 成
しげ

德
のり

さん、②小島 勉
つとむ

さん、吉田 薫
かおる

さん、山本 淳
じゅん

一
いち

さん、
③島田 雅

まさ

士
し

さん、④青木 弘
ひろし

さん、⑤井口 直
なお

也
や

さん、
後列左から①長谷川 芳夫さん、②平賀 康一さん、③
和田 明也さん、④江口 邦雄さん、⑤山田 正夫さん

優良工事・優秀技術者表彰式　優良工事5件・優秀技術者5人を表彰
� 【問合せ】財政課 契約検査班　☎773－6671　

11月18日㈮
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� News Plazaみなみうおぬまニュースプラザ

六日町駅前通りと兼続通りで防火パレードを開催しました11月9日㈬
　秋の全国火災予防運動に合わせ、一日消防署長に任命されたエフエム
ゆきぐにアナウンサーの塩谷真美さんと、野の百合保育園の園児23人
が防火パレードを行いました。
　パレードは市役所本庁舎を出発し、六日町駅前通りと兼続通りを経由
して、南魚沼市民会館まで行いました。あいにくの雨模様でしたが、園
児たちは通行する人たちだけでなく商店や銀行、郵便局などにも立ち寄
り、元気よく火災予防を呼びかけました。

旧大和町埋設 タイムカプセルの掘り出しと開封式典を開催しました11月3日（木・祝）・7日㈪
　昭和61年10月15日、旧大和町の合併30周年を記念し、30年後のさ
らなる飛躍を願って埋設されたタイムカプセルを、3日（木・祝）に掘り
出しました。7日㈪には大和庁舎を会場に、井口市長や実行委員会委員
長の大竹靖

やす

彦
ひこ

さんなどが参加し、開封式典を開催しました。
　タイムカプセルには、記念作文の優秀作品、行政・統計資料、町内航
空写真、当時の町長、議会議長のメッセージが録音されたカセットテー
プなど約40点が収納されており、良好な保存状態でした。

第5回 しおざわ秋の収穫祭を開催しました11月3日（木・祝）
　道の駅南魚沼雪あかりを会場に、第5回しおざわ秋の収穫祭を開催し
ました。肌寒い日でしたが、秋の日差しのなか多くの来場者があり、ス
テージイベントやテントエリアのグルメ、フリーマーケットなどを思い
おもいに楽しんでいました。
　テントエリアのグルメは大人気で、名物となっている「ふれあい鍋」
は行列ができるほどでした。今泉記念館には、塩沢織りの機織り体験
コーナーが設けられ、来場者たちは伝統文化に触れていました。

第12回南魚沼市縦断駅伝大会を開催しました10月23日㈰
　大原運動公園～大和公民館の全長32.5キロメートル、8区間を競い合
う、南魚沼市縦断駅伝大会を開催しました。曇り空で途中から小雨が降
る中、選手たちは思いを託したタスキをつなげて全力で駆け抜けました。
　井口市長は、「第12回目を迎え、南魚沼市を代表する秋の風物詩とな
りました。来年以降もみなさんから参加いただき、南魚沼市を宣伝して
いける大会になればと思っています」と、開会のあいさつをしました。
今年も、コース脇では多くの市民が選手を応援していました。

「紀州みなべの南
なん

高
こう

梅
うめ

」と「南魚沼産コシヒカリ」による日本の食文化推進連携協定を締結しました10月18日㈫
　和歌山県みなべ町役場を会場に、小

こ

谷
たに

みなべ町長と井口市長の出席のもと、「紀州みなべの南高梅」と
「南魚沼産コシヒカリ」による 日本の食文化推進連携協定調印式が開催
されました。この協定は両市町が協力して、みなべ町の南高梅と南魚沼
産コシヒカリの普及促進に努め、梅干しとごはんのよさを生かす日本伝
統の食文化を推進することが目的です。
　井口市長は、「この協定により、両市町の特産物である南高梅と南魚
沼産コシヒカリの普及と消費拡大につなげていきたいと思います」と、
あいさつをしました。
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今月の表紙
　晩秋の八色の森公園〔天王町（浦佐）〕で元気に遊ぶ子ども
たち。貴重な晴れ空の下、ふあふあドームを楽しみました。

₁₂月 のカレンダー

行政
困りごと

相談

12月12日㈪　13：30 ～ 15：30　�働く婦人の家〔浦佐〕
12月15日㈭　13：30 ～ 15：30　��本庁舎
12月20日㈫　13：30 ～ 16：00　�塩沢老人福祉センター
【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773－6660

救急医療のかかり方
① 電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてくだ
さい。重症（意識がないなど）の場合
は119番で救急車を呼んでください。
⃝南魚沼市民病院　☎788－1222
⃝魚沼基幹病院　☎777－3200
⃝齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
② 指示通りに受診する
・電話での指示に従って受診してください。
・�スタッフの状況などで、症状に応じて他の医療機関

を案内する場合があります。
・�緊急度や重症度の高い順に対応するため、診療の順

番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
・�休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、

できるだけ通常の診療時間内に受診してください。
⃝新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025－288－2525（＃8000でも可）
　夜間に子どもの具合が悪くなったとき（発熱、嘔吐、
下痢など）にご利用ください。
・時間　19：00 ～翌朝8：00（毎日）
【問合せ】保健課　☎773－6811

　今年のＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」を毎回楽しみに
見ています。ドラマには上杉景勝公と直江兼続公も登
場し、戦国の世を生きるには少し優しすぎる景勝公と
冷静沈着に主君を支える兼続公という人間味あふれる
描かれ方や、徳川家康を激怒させた直江状の場面など
の反響が大きかったと聞き、「天地人」に続いてふる
さとの英雄が多くの人に愛されていることをうれしく
感じています。今年の大河ドラマもこの暮れで終わり
となります。忙しい師走で体調を崩さずに、健やかな
新年をお迎えください。� （秘書広報課　小澤）

編集後記

救 急 医 療

市民の動き
平成28年
10月末日現在（ ）

◦人口 58,329人（先月比 －8）
◦男　 28,527人（先月比 －4）
◦女　 29,802人（先月比 －4）
◦世帯数 19,914戸（先月比 10）

日にち 行事名・時間・会場など

7日㈬
絵本のへや
10：30 ～ 11：30　図書館 多目的室

10日㈯
おはなしのじかん
11：00 ～ 11：30　図書館 多目的室

14日㈬
絵本のへや
10：30 ～ 11：30　図書館 多目的室

16日㈮
乳幼児親子おはなしの会「えほんであ
そぼ」～サンタさんにあえるかな？～
10：00 ～ 11：30　大和公民館

17日㈯
読書のつどい「クリスマス劇とクリス
マスブーツ作り」
14：00 ～ 15：30　図書館 多目的室

18日㈰
猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00 ～ 15：00　エフエム雪国

21日㈬
絵本のへや～クリスマス会～
10：30 ～ 11：30　図書館 多目的室

26日㈪
第12回農業委員会総会
9：30 ～　大和庁舎3階 旧議場

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」「育
児相談」などにご利用ください。
対象　乳児～小学校入学前の幼児とその保護者
時間　9：30～ 15：30

大和会場　大和庁舎（3階）
　毎週 月・火・木曜日

　12月8日㈭　10：30～
　支援講座「クリスマス飾りを作ろう」
　講師：保育士

六日町会場　ふれ愛支援センター（2階）
　毎週 月～土曜日

　12月5日㈪　10：30～
　支援講座「クリスマス飾りを作ろう」
　講師：保育士

塩沢会場　塩沢庁舎（北棟2階）
　毎週 火・水・金曜日

　12月7日㈬　10：30～
　支援講座「クリスマス飾りを作ろう」
　講師：保育士

どの会場にも参加できます。予約は不要です
12月29日㈭～ 1月3日㈫は広場を休みます
【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

ほのぼの広場


